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序章
過去15年間、世界動物園水族館協会（WAZA）は数々の影響力のあ
る戦略を発表してきました。2005年の「保全戦略」は、動物園水族館
を保全の中心地として位置づけた最初の戦略でした。その後、2015
年には動物福祉戦略が発表され、動物福祉の重要な役割を取り上
げました。
2020年環境持続可能性戦略では、動物園の運営における環境持続
可能性の重要性が強調されました。したがって、国際動物園教育者
協会（IZE）が「世界動物園水族館保全教育戦略」を作成するのは、今
の時代にふさわしいことです。この戦略は、動物園水族館の活動にお
ける保全教育の重要な役割を強調し、運営の4つの柱すべての相互
依存性を明確に示しています。
保全、福祉、持続可能性、保全教育です。私たちは、この戦略が保全
教育の指導者の間で支持を集め、教育者を鼓舞し、指導し、最終的
には人 と々私たちの自然界に利益をもたらすことを願っています。

デブラ・エリクソン 会長 
ジュディ・マン博士 次期会長
国際動物園教育者協会

世界動物園水族館保全教育戦略
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世界動物園水族館協会（WAZA）は、国際動物園教育者協会（IZE）と
協力して、「世界動物園水族館保全教育戦略」を発表しました。私た
ちは、人々が自然を理解し、体験し、つながりを持てるように支援す
る方法は、地球が維持している生命にとって極めて重要なものであ
ることに変わりはありません。
私たちは、私たちのところに来た人たちや、積極的に手を差し伸べて
くれる人たちに、ポジティブな変化を促すために懸命に働いていま
す。私たちは、保全教育の使命を遂行する方法を学び、私たちのアプ
ローチが科学に裏打ちされた啓発的なものであることを確認し続け
ています。
私たちの地域パートナーであるヨーロッパ動物園水族館協会

（EAZA）の教育・展示デザイン委員会の元委員長として、また教育
学を学んだ者として、私は私たちのコミュニティにもう一つのツール
を提供できることを嬉しく思っています。この貴重な資料を作成して
くださった寄稿者の皆様に感謝いたします。皆様には、このガイドに
感動していただき、皆様の組織における質の高い保全教育をさらに
強化し、推進するためにご活用いただけることを確信しております。

テオ・パゲル教授
世界動物園水族館協会会長：2019-2021



IUCNの教育・コミュニケーション委員会（CEC）の委員長に選出され
た私は、保全を伝えることの素晴らしさに深く関係していることを目
の当たりにして、いつも感激しています。
世界動物園水族館保全教育戦略は、一般の人々が保全を支持する
方法を変えるために教育と文化の力を理解していることを如実に表
しています。
動物園と水族館は、世界中の多くの人々にとって自然の魔法の世界
への入り口であり、都市部の聴衆に働きかけ、保全との関係を変え
るための素晴らしい機会を提供しています。
この戦略は、動物園や水族館が与えてくれる楽しみや喜びが、一
般市民の間での保全活動を思慮深く活性化させるために利用でき
ることを認識しているという点で強力なものである。毎年何億人も
の人々が動物園や水族館と関わりを持ち、私たちの地球の保全に
も貢献しているとしたら、それは何と強力な結果になることでしょう
か。
この戦略は、この夢を現実のものにするのに役立ちます。

ショーン・サウティ 会長
国際自然保護連合(IUCN)

2015年の保全戦略において、WAZAはCPSGのワンプランアプロー
チを支持し、保全活動の開始から管理のあらゆる条件の下で種の
全個体群への配慮を促進しています。
保全のための社会変革を見るIZEとWAZAによる『世界動物園水族
館保全教育戦略』は、『ワンプラン』のアプローチを見事に解釈し、
応用したものであり、生物多様性の価値と保全のためのステップに
対する人類の意識を高めるという点で、オリジナルよりも意味のあ
る応用であると言えるでしょう。
地球の生物多様性の壊滅的な減少は続いています。
自然保護のコミュニティは、価値あるインパクトのある仕事をしてい
る一方で、針を動かすには十分ではなく、また十分なスピードでも
ないという事実を直視しなければなりません。
私たちは努力の規模を拡大しなければなりません。
この洞察力に富んだ野心的な文書で定義されているように、保全教
育はこれらの努力の中心であり、認定された動物園や水族館ほど主
導権を握っているコミュニティはありません。
保全のための社会変革』は、課題を定義するだけでなく、それを克
服するために必要な志と指針を示しています。
それは一瞬たりとも早く訪れるものではありません。

オニー・バイヤーズ博士 議長
IUCN、SSC、保全計画専門家グループ

はじめに

水中を泳ぐケープペンギン
© SAN DIEGO ZOO GLOBAL



要旨
動物園や水族館は、
人と自然のために多様で
持続可能な未来を築く上で
重要な役割を果たしています。

急速に変化する環境、世界的な感染症の大流行、人間活動による
生物多様性の破壊的な損失は、以下のような問題を引き起こして
います。この役割はますます重要になってきています。

そのため、人々が自然界に対して集団的に考え、感じ、行動する方
法を変えるためには、緊急かつ効果的で協力的な行動が必要と
されています。このような状況の中で、動物園や水族館は、保全の
ための社会的変化に貢献するためにリーダーシップを発揮する
絶好の機会を提供しています。

保全のための社会変革は、一連の提言を通じて、動物園水族館の
保全のための社会的変化に貢献します。『世界動物園水族館保全
教育戦略』は、動物園水族館が園館の使命に不可欠な教育的・社
会的成果を達成するための指針となっています。
具体的には、動物園や水族館に次のように呼びかけています。

園館内に保全教育文化を構築する。

自然とのつながりの創造、野生生物への共感
の醸成、能力開発、環境保全のための行動の
動機付けなど、保全教育の真の関連性のある
目的の範囲を理解する。

多様な観客のために、測定可能な学習成果
を伴う戦略的な保全教育計画を作成する。

多様性、公平性、アクセス性、包括性を保ちな
がら、観客層を拡大する。

明確なメッセージ、説得力のあるコンテンツ、
革新的な番組をデザインし、配信する。

保全関連と環境問題について最大限の解決
策に焦点をあてるのを楽観視する。

保全教育に動物愛護の原則を組み込むこと
を優先する。

スタッフ、ボランティア、聴衆のための保全教
育訓練と専門的な開発の機会を最適化する。

動物園や水族館による保全教育の貢献、価
値、影響の証拠を強化する。
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世界動物園水族館協会保全教育戦略

保全教育に関する最初の統一された世界戦略として、『保全のための社会変革』は多くの動物園や水族館にとって並
外れた変化を意味します。
IZE（国際動物園教育者協会）とWAZA（世界動物園水族館協会）は、質の高い保全教育における専門知識、リーダーシ
ップ、能力を構築するために、会員、同僚、そしてより広い動物園水族館コミュニティをリードし、支援するというコミット
メントを確認しています。



事業計画概要
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エルサレムのティッシュ・ファミリー動物園での保全教育。© SHAI BEN AMI



第1章
保全教育文化の構築
• 動物園や水族館の保全教育の役割は、記された行動指針に

反映されなければなりません。
• 動物園や水族館は、文書化された保全教育計画を持ってい

なければなりません。この計画は、保全教育活動の概要、そ
れがどのように異なるタイプの観客に適用されるか、そして
計画の設計の背後にある戦略的思考を説明しなければなり
ません。

• 保全教育計画は、動物園や水族館がその使命とビジョンを
どのように統合しているか、また、国や地域、国際的な政策や
基準をどのように保全教育に取り入れているかについて具
体的に言及しなければなりません。

• 動物園や水族館は、その保全教育を実施するための適切な
施設を持つべきです。

• 保全教育は展示デザインに不可欠なものでなければなりま
せん。

 

第2章
動物園・水族館への多目的な保全教育の組み込み
動物園や水族館での保全教育は、それを目指すべきです
• 種、自然界、動物園や水族館の保全への貢献についての知

識と理解を深める事。
• 肯定的なつながり、感情、態度、価値観をはぐくむ事で、種、

自然界、動物園や水族館への共感を得ることができます。
• 種や自然界への畏敬の念、驚き、楽しみ、創造性、インスピレ

ーションを促進します。
• 種や自然界に対する環境保全のための行動、権限移譲のた

めの動機づけを行います。
• 科学的な開発、技術、動物園につながる個人的能力、水族

館、生物多様性の保全。

第3章
すべての人のための保全教育の推進
• 動物園や水族館は、現場、現場外、オンラインで、人々が保全

について学び、関わる機会を拡大すべきである。
• 動物園や水族館は、さまざまな観客のニーズや多様性に対

応するために、保全教育プログラムの中で、さまざまなアプロ
ーチを提供できるようにしなければなりません。

第4章
保全教育における適切なアプロ―チと方法の適用
• 保全教育計画には、保全教育のあらゆる側面に、測定可能な

学習成果を伴う教科横断的なアプローチを適用することへ
の具体的な言及が含まれているべきです。

• 保全教育のメッセージは、科学的事実と理論に基づくもので
なければならない。文化的、宗教的、または代替的な考えが
表現されている場合は、そのようなものであることを明確に
示さなければなりません。

• 動物園や水族館は、種、生態系、展示されている問題につい
て正確で関連性のある情報を提示しなければなりません。

推奨事項
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世界動物園水族館協会保全教育戦略

ベロオリゾンテ動物園では、土の上に手を置いて、
植える、育てる、やり直すことを学びます。
© HUMBERTO MELLO



第5章
保全教育での動物の管理と福祉の統合
• 動物園や水族館は、動物と来館者の相互作用に関する

WAZAまたは地域のガイドラインに準拠しなければなりませ
ん。

• 動物園や水族館は、動物飼育の原則に観客を結びつけ、そ
の園館がどのようにして、飼育している種のために高い福祉
基準を達成しているかを示す必要があります。

第6章 

保全教育における保全と持続可能性の優先順位付け
• 動物園や水族館での保全教育は、保全の問題を聴衆の生

活に関連させ、種、生態系、地域社会のために直接、間接的
な行動をとるように人々を奮い立たせることを目指すべきで
す。

• 動物園や水族館は、園館が保全に直接、間接的に貢献して
いることを示すことによって、その保全と持続可能性の仕事
について聴衆を教育しなければなりません。

第7章
保全教育における訓練と専門能力開発の最適化
• 動物園や水族館は、保全教育計画を指導し、実施するために

必要な経験と資格を持ったスタッフを少なくとも1人は持っ
ていなければなりません。

推奨事項
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• 動物園や水族館は、地方、国、地域や国際的な保全教育ネッ
トワークや会議に積極的に参加するために、保全教育に関
わるスタッフやボランティアをサポートしなければなりませ
ん。

• 動物園や水族館は、適切な継続的な専門的な開発と保全教
育計画を満たすための訓練で、保全教育に関与するスタッフ
とボランティアをサポートしなければなりません。

第8章
動物園・水族館の保全教育価値の証拠の強化
• 動物園や水族館は、保全教育計画をどのように実施している

かを示すための証拠を収集し、共有しなければなりません。
• 動物園や水族館は、適切な方法を用いて複数の段階で保全

教育プログラムを評価しなければなりません。
• 動物園や水族館は、動物園や水族館での保存教育が自然界

に対する人々の知識、態度、行動に与える効果を実証するた
めに、証拠に基づいた研究を行うことを目指さなければなり
ません。

• 動物園や水族館は、社会調査・評価事業を行うために、外部
の組織や学術機関との協力関係を構築することを目指すべ
きです。

動物の熟成した堆肥を使って花を植える
方法を紹介する講師。© 台北動物園



質の高い
保全教育への
取り組み
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以下のなすべきことは、この戦略の主要な成果を示すも
のです。
これらのなすべきことと提言は、動物園水族館の保全教
育の役割を理解し、支援するために、IZE、WAZA、他の地
域や国の協会、そして個々の園館が利用することができ
ます。

保全教育文化の構築

私たちのなすべきこと
は、すべての動物園や水
族館の中心に、質の高い
保全教育の文化を構築
することです。

第1章

動物園・水族館への多目
的な保全教育の組み込
み

私たちのなすべきこと
は、動物園や水族館での
保全教育のために、明確
で、本物で、関連性のあ
る目的を作り出すことで
す。

第2章



すべての人々のための
保全教育の推進

私たちのなすべきこと
は、観客の範囲を理解
し、動物園や水族館の保
全教育の範囲を拡大す
ることです。
私たちのなすべきこと
は、多様性、公平性、利
便性、そして包括的な保
全教育を促進することで
す。

第3章

保全教育におけるアプロ
ーチと方法の適用

私たちのなすべきこと
は、動物園や水族館での
保全教育において、意識
を高め、人々を自然に結
びつけ、環境保全のため
の行動を動機付けるよう
な、証拠に基づいた導入
を進め、革新することで
す。

第4章
保全教育における動物
の管理と福祉の統合

私たちのなすべきこと
は、動物を尊重し、人間
の管理の下で動物が受
ける高水準の福祉を実
証する保全教育技術を
開発することです。
私たちのなすべきこと
は、質の高い保全教育
を通じて、動物園や水族
館に対する観客の肯定
的な認識を高めることで
す。

第5章

動物園・水族館の保全教
育価値の証拠の強化
私たちのなすべきこと
は、動物園や水族館にお
ける監視、評価、社会調
査を通じて、保全教育の
効果と影響の機会を最
大化し、その証拠を構築
することです。

第8章
保全教育における保全と
持続可能性の優先順位付
け

私たちのなすべきことは、
動物園や水族館の観客が、
生物多様性や環境、保全に
関連する問題に対して行動
したり、主張したりすること
を促進し、動機づけ、動員
することです。

第6章

保全教育における訓練と
専門能力開発の最適化
私たちのなすべきこと
は、保全教育における訓
練や専門的な開発のた
めの幅広い機会を提供
し、支援することです。

第7章

質の高い保全教育への取り組み
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専門用語
この戦略の中で使われている主要な用語を明確に理解し、そ
の選択の背後にある証拠を説明することが不可欠です。言語、
文化、園館の背景によって、動物園水族館のプログラム、活動、
イベントを説明する言葉は異なります。

動物園と水族館
この文書は、すべての動物園や水族館に関連性があり、適用可
能であり、有用であることを目指しています。この範囲には、サフ
ァリパークや野生動物園、自然保護区、その他の国や地域の動
物園水族館協会の会員が含まれます。この文書では、次のよう
に述べています。
“動物園と水族館”という言葉は、この戦略が動物園と同様に水
族館にも関連していることを反映するために、この文書では意
図的に使用されています。

教育
“教育”という言葉は、最も広い意味での教育と学習を意味して
います。それは、あらゆる年齢層や多様な対象者のためのすべ
ての学習機会（フォーマル、インフォーマル、ノンフォーマル）、
経験、活動を包含しています。重要なことは、それは学校や子供
だけに焦点を当てた教育に限定されるものではないということ
です。

保全教育
“保全教育”という用語は、生物多様性の保全が動物園や水族
館の教育活動の中核をなすものであることを反映するために
使われます。

しかし、保全教育は広義には、持続可能な開発のための教育、
生物学的・科学的・環境的教育、海洋リテラシー、実技に基づく
プログラム、キャンペーン、解釈など、生物多様性の保全に貢献
する活動を含むことができます。
“学習” “取り組み” “権利の養護”という言葉がありますが、この戦
略は世界的に包括的なものであるため、“保全教育”を第一の
記述用語として選択しました。
この言葉は、その根底にある意味を維持しながら、幅広い言語
に翻訳することができます。

観客
この戦略全体を通して、“観客”という言葉が使われています。
この選択は、ほとんどの動物園や水族館が現在、保全教育の
取り組みの中で、多くの個人やグループを対象にしていること
から、“訪問者”という言葉の使用から意図的に逸脱したもので
す。“観客”という言葉を使うことで、動物園や水族館との人間
的・社会的なつながりの範囲と多様性をより正確に表現するこ
とができます。
動物園水族館の観客には、家族や学童のような日帰りの来館
者、アウトリーチプログラムの参加者、コミュニティプロジェク
ト、域内保全プログラムやサマーキャンプの参加者、年間パス
ホルダー、動物園や水族館のウェブサイトやソーシャルメディ
アのプラットフォームと交流する人などが含まれますが、これら
に限定されるものではありません。

種
動物園や水族館では、飼育対象としてまた、保全プログラムを
通して、伝統的に動物を主たる対象としてきました。　
しかしながら、今では多くの園館が保全プログラムの取り組み
やコレクションプランに植物を加えており、この中でも植物が果
たす重大な役割に言及しています。
植物の重要性を認め植物も含めることに考慮して、“種”という
言葉が使われている場合は動物と植物の両方を指すことが、
明確に示されています。

自然
“自然”と“自然界”という用語は、動物園や水族館の保全の責務
の対象となる幅広い分類と環境を反映するために使用されて
います。
注目すべきことに、“良い” “現代的” “進歩的”という形容詞は、動
物園や水族館がある基準で運営されている品質のレベルを表
現するために、しばしば互換的に使われています。
これらの形容詞は解釈の余地があり、その文字列についてはし
ばしば混乱が生じます。この文書ではこれらの用語は意図的に
除外していますが、園館がこの戦略の中のすべての推奨事項
を満たしていれば、それは良い、近代的、進歩的な動物園や水
族館であると主張することができるという明確な意図がありま
す。
しかし、これは保全教育についての具体的な言及がある場合
に限ります。

家庭教育を受けている生徒たちにバーチャルツア
ーを提供するオーシャンエキスパート。
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各章の概要
この戦略の各章では、動物園や水族館が各提言を達成するため
の指針を示します。

（序章）　この戦略の目的と、動物園水族館における保全教育
の範囲の概要を説明します。

（第1章）　個々の園館と世界の動物園水族館コミュニティの中
で質の高い保全教育の文化を構築する必要があることを説明し
ています。

（第2章）　さらに、保全教育の対象となる人々の保全運動の活
動への意欲を高め、実行に向けて結集させるための、核となる保
全教育の目的を特定し解説します。

（第3章）　この戦略は、動物園や水族館が大規模で多様な聴
衆に届くユニークな立場にあることを認め、多様性があり、公平
で、利用しやすく、包括的な組織であることの重要性を強調して
います。

（第4章）　ここでは、質の高い保全教育がどのように設計され、 
革新的なプログラムと説得力のある内容を通して提供されるべ
きか、そして保全教育の卓越性を示す重要な要素を強調してい
ます。

（第5章）　第一に、動物がどのように活動や聴衆との交流に関
わっているか、第二に、動物園や水族館がどのように動物を大切
にし、生物多様性の保全に貢献しているかをどのように伝える
か、保全教育の中で動物の福祉をどのように優先させるべきか
を概説しています。

（第6章）　この戦略は、保全教育全体に織り込まれた保全、環
境、持続可能性の項目の範囲と複雑さを認識しています。
それは、保全のための社会的変化を触発するための前向きで
解決策に基づいた過程を提唱しています。

（第7章）　また、スタッフ、ボランティア、そしてその聴衆の成
功のためのキャパシティを構築するのに役立つ多様な開発の
道筋と訓練の機会について簡単に説明しています。

（第8章）　最後に、この戦略は動物園や水族館による保全教
育の貢献、価値、影響の証拠を強化するための研究過程に焦
点を当てています。
補遺として、80ページに文献リスト、84ページに用語集を掲載
しました。また、88ページは、動物園や水族館が戦略の推奨事
項に照らし合わせて自分たちの園館の保全教育を監査するた
めの自己評価ツールです。
この保全教育戦略の策定にあたり、戦略策定の過程でご指導
いただいたIZE理事会とWAZA評議会に感謝の意を表します。
また、何百もの個人や組織からの貢献に感謝と称賛の意を表
したいと思います。
180の機関と44の国・地域から350名以上の個人（86ページ
参照）が、未来の動物園・水族館の保全教育のための革新的で
包括的な世界的なアプローチを形づくるために、彼らのアイデ
ア、熱意、専門知識を共有してくれました。

専門用語と各章の概要
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序章　
この戦略は、動物園や水族館が
生物多様性保全の役割の一環として質の高い保全教育を
提供できるように支援することを目的としています

世界動物園水族館保全教育戦略の必要性
保全のための社会変革：世界動物園水族館保全教育戦略は、国際動物園教育者協会（IZE）によって開始され、世界動
物園水族館協会（WAZA）と共同で開発されました。IZEは世界中の動物園水族館の教育的影響力を拡大することを目
的としています。IZEのメンバーは、動物園や水族館を訪れる人々に環境に配慮した行動を促すことで、生物多様性を
保全することを使命としています。WAZAは、世界中の動物とその生息地の管理と保全を目的とした地域協会、各国の
連盟、動物園、水族館の世界的な連合体です。保全教育は動物園や水族館にとって長年の中核的な役割を担ってきま
したが、これまでは正式に統一された世界的な戦略的アプローチが欠如していました。この戦略は、保全教育と保全、
動物福祉、持続可能性に関する既存のWAZAの戦略との関係を認めています。これらの4つの戦略は、動物園水族館
がどのように運営されるべきかの基礎を提供するためにリンクしており、すべての動物園水族館の重要な核となる責
任の間のつながりを認識しています。

“動物園や水族館は、保全のためのより良い結果に向けて
　　コミュニティの行動を変えることを目標とした教育プログラムを

　　　　リードし、サポートし、協力する義務があります。“

保全への取り組み：世界動物園水族館保全戦略(2015)では、保全教育への取り組みが伺えます

野生生物への配慮：世界動物園水族館動物福祉戦略（2015）には、保全教育と訪問者との
交流の福祉的側面についての章があります。この章では次のように述べています

“私たちのなすべきことは、訪問者との交流のすべてにおいて
動物を保全し、福祉を高めることであり、その一方で、野生動
物の保全にも取り組んでいます。“
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私たちの地球を守る：世界動物園水族館協会の持続
可能性戦略2020-2030は、国連の持続可能な開発目
標（SDGs）とリンクしています。この戦略の動物園水族
館への提言の多くは、個人と社会の持続可能な行動と
変化を支援するツールとしての保全教育を含んでいま
す。SDGs4は、特に以下のことを目的とした質の高い教
育について述べています。

“包括的で公平な質の高い教育を確保し、
すべての人の生涯学習の機会を促進する。“

保全のための社会変革は、個々の組織、国や地域の動
物園水族館協会が、それぞれの環境の中で保全教育
の戦略的な方向性について、すでに重要な注意を払っ
ていることを認めます。いくつかの地域の動物園水族
館協会は、既存の教育基準とガイドラインを持ってい
ます。この戦略はこれらの努力に取って代わることを目
的としたものではありません。その代わりに、保全教育
の注目度を世界的に高めるための現在の活動を参考
にしています。この戦略は、すべての動物園水族館が
園館全体で保全教育の質、一貫性、説明責任を果たす
ための統一された枠組みを提供することを目的として
います。
この戦略に使用されている基礎的な枠組みは、すで
に約50カ国の400以上の動物園や水族館で実施さ
れています。2016年に立ち上げられた欧州動物園水
族館協会（EAZA）の保全教育基準には20の基準があ
り、EAZA会員が組織内での保全教育を監査し、称賛
し、さらに発展させるための有用なツールとして受け
入れられています。この戦略の中で、20のEAZA保全教
育基準は、他の既存の地域枠組を補完し、それを含め、
この戦略の世界的な文脈に合わせて修正されていま
す。その結果、動物園や水族館における保全教育のた
めの22の世界的な推奨事項ができあがりました。

序章
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持続可能な開発目標（SDGs）は、貧困を終わらせ、地球を守
り、どこにいてもすべての人の生活と見通しを向上させるた
めの普遍的な行動を呼びかけるものです。SDGsは、現在およ
び将来にわたって、すべての人が地球上で持続可能で、平和
で、豊かで、平等な生活を確保することを目指しています。
17の目標は、2015年にすべての国連加盟国によって採択さ
れた「持続可能な開発のための2030行動計画」の一環とし
て、以下を達成するための15年間の計画が定められました。
目標を達成するために。動物園水族館がSDGsに取り組むこ
とは、これらの目標の世界的な達成に大きく貢献する可能性
があります。SDGsは世界を改善するための希望を提供し、持
続可能性は、進歩的な動物園水族館がどのようにリードし、
考え、行動するかに不可欠なものでなければなりません。

持続可能な開発目標
人のため、地球のための17の目標

詳細については、
“私たちの地球を守る：世界動物園水族館協会持続可能性戦略”を
ご覧ください。



世界規模での行動の呼びかけ
急速に変化する環境と人間の活動との関連性を示す証拠が
増えています。それには、2018年のリビング・プラネット・イン
デックス（LPI）報告書※、2019年の生物多様性と生態系サー
ビスに関する政府間科学政策プラットフォーム（IPBES）報告
書、そして最近のいくつかの気候変動に関する政府間パネル

（IPCC）報告書が含まれています。これらの報告書をまとめ
ると、種、気候、生態系、コミュニティに対する前例のない永
続的な変化に対処するために、タイムリーで野心的、かつ協
調的な行動を優先させることが求められています。

生物多様性が世界的に急速に悪化していることは明らかで
す。6番目の大量絶滅と言われることもあり、今後数世紀の間
に全種の4分の3が消滅すると懸念されています。人間の活
動が地球の気候や生態系の変化の主な原因となっているた
め、地球は現在、人類新世に突入していることが証拠として
示されています。明らかな気候と生物多様性の危機の結果と
して、2019年の国際自然保護連合（IUCN）の種の存続委員
会は次のように呼びかけました。
※リビング・プラネット・インデックス：長期にわたる地域的な生物の個体数、種数、巣の数　
　などの情報を基に、生物多様性の変化を図示するための指数

能、範囲、対象者を探り、拡大しています。
個々の行動と、より広範な社会的変化を奨励し、触媒となるよう
に保全教育を進化させることは、動物園水族館にとって明確な
将来の焦点であるべきです。
この戦略は、人々と自然界とのつながりがますます失われつつ
あることに動機づけられています。このような自然との断絶は、
緊急かつ憂慮すべき環境問題の増加と相まって、人々を絶望
的な気分にさせ、無力化させてしまいます。
動物園や水族館は、人々と自然とのつながりを取り戻し、共感
を得るためのユニークなプラットフォームを提供しています。
野生生物のために、そして種、生態系、コミュニティのためしま
す。
人々が世界の生物多様性の豊かさを体験できる空間であるだ
けでなく、動物園や水族館は社会のレべルとなっています。
すべての文化、信仰、人口統計、世代を魅了し、その機会を提供
しています。
世界的に見ても、毎年何億人もの人々が動物園や水族館を訪
れています。これらの大規模で多様な観客は、メッセージを発
信し、自然界に積極的に影響を与える環境保全行動を促進す
るための大きな可能性を提供しています。
広範な範囲と多様な観客を持つ動物園水族館は、社会の変化
と保全の結果に影響を与えるために、正しいメッセージが正し
い観客に届くように、保全教育の資源、能力、専門知識にさらに
投資する必要があります。

“人間の活動が野生種に与える影響は、
前例がなく、持続不可能で、かつ拡大しているため、

緊急かつ効果的な行動をとる必要があります。

“

動物園・水族館に特化して

種の保存への取り組みを強化するために。

生物多様性保全のための社会的的側面
生物多様性保全の人間的・社会的側面の理解における最近の
規模の遷移は、人間とその行動が保全の景観において重要な
役割を果たしていることを浮き彫りにしています。
このことは、人間の健康が動物やその共有環境の健康と密接
に結びついていることを認識する「One Health」のアプローチ
によってさらに強化されています。
多くの保全組織と同様に、動物園や水族館も種の保全には人
間と社会の行動上の課題があり、それゆえに行動学的に情報
を得た解決策を用いて取り組むべきであるという理解を深め
ています。
その結果、動物園や水族館は保全教育の取り組みの定義、機
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ズー・エスコラの教師訓練で行われた
「DREAM TREEアクティビティ」。©サンパウロ動物園



社会変革のための保全教育
保全教育は、多面的で複合的な学問であると考えることができ
ます。
それは多くの認知的、社会的、感情的、行動的、教育的理論の
側面に支えられています。
環境教育、科学教育、解釈、持続可能な開発のための教育、地
域社会との関わりなどの要素が含まれています。
また、環境保全心理学やソーシャルマーケティングなどの行動
と社会変革のためのいくつかのアプローチに基づいています。
さらに、すでに確立されている環境、科学、海洋リテラシーのフ
レームワークに基づいていると同時に、教科横断的で学際的
なものであり、しばしば現実世界の文脈の中で行われます。
個々の動物園や水族館、あるいは他の動物園、水族館、非営利
団体、学校、地域社会のグループとの多組織的な協力関係を通
じて実施することができます。
基本的に、保全教育を設計し、実施し、評価する方法は一つで
はありません。
しかし、この戦略は、保全教育の中核的な構成要素のいくつか
を枠組み化し、拡張するのに役立つでしょう。
この文書は、詳細な運用や実践の手引きになるように設計され
たものではありません。
保全教育に関連した理論、研究、実践、政策の詳細を意図的に

除外しています。
この戦略の推奨事項を達成するためには、複数の方法があるこ
とに注意することが重要です。
国際社会における文化的、地理的、経済的、政治的な文脈の多
様性は、各組織における保全教育の規模と焦点に影響を与え
ます。
例えば、各国の動物園や水族館での保全教育に期待されてい
る法律や文化は異なります。
保全のための社会的変化は、すべての動物園や水族館が提供
する保全教育を反映し、監査し、改善するのに役立つツールで
す。
保全のための社会変革は、動物園や水族館が保全教育の取り
組みについて批判的な考えを持ち、保全のためにより良い結
果をもたらすように導くことを目的としています。
この世界戦略は、動物園や水族館における保全教育の注目度
と基準を高めるものである。この戦略は、保全教育を園館全体
の取り組みとして、スタッフやボランティアのあらゆるレベルの
人たちの支援と関与を活用するための枠組みを作るのに役立
ちます。
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ヒューストン動物園、ZOO MOBILEプログラム。©ヒューストン動物園



私たちのなすべきことは、
すべての動物園や水族館の中心に、
質の高い保全教育の文化を
構築することです。

第1章
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保全教育文化の
構築



第1章

19

ヒールズビル・サンクチュアリでの遠足中、虫眼鏡で遊ぶ2人の幼稚園児。
© CORMAC HANRAHAN



推奨事項
• 動物園や水族館の保全教育の役割は、明文化された行動指

針に反映されていなければなりません。
• 動物園や水族館は、文書化された保全教育計画を持ってい

なければなりません。この計画は、保全教育活動の概要、異
なるタイプの観客にどのように適用されるか、計画の設計の
背後にある戦略的思考を説明しなければなりません。

• 保全教育計画は、動物園や水族館がその使命と構想をどの
ように統合しているか、また、国、地域、国際的な政策と基準
をどのように保全教育に取り入れているかについて、具体的
に言及しなければなりません。

• 動物園や水族館は、保全教育を提供するための適切な施設
を持っていなければなりません。

• 保全教育は展示デザインに不可欠なものでなければなりま
せん。

はじめに
質の高い保全教育の文化を強化することは、動物園水族館に
とって非常に重要です。
動物園と水族館の間にある強い文化は、質、一貫性、説明責任
を促進します。質の高い保全教育のための文化を促進するた
めには、園館全体が証拠に基づいた効果的なメッセージを供
するための責任を負う必要があります。

組織的導入
保全教育は、園館の事業の取り組みに関わらず、動物園や水族
館の中核的な役割として広く認識されています。
そのため、保全教育は園館の行動指針に反映されていなけれ
ばなりません。
これにより、スタッフ、ボランティア、外部の観客、利害関係者
に、動物園水族館が最高レベルの保全教育に取り組んでいる
ことを明確に示すことができます。
保全教育の責任は園館全体のすべてのレベルにあるべきで
す。保全教育を通じて観客とつながることは、すべてのスタッフ
とボランティアの文化、考え方、責任の一部であるべきです。さ
まざまな役割や部署が多様な方法でこの責任を果たすことが
できます。

保全教育が教育部門の教育者による正式なセッションに限定
されていた時代は終わりました。
動物園や水族館はこの全体的なアプローチの恩恵を受けるこ
とができ、重要な保全教育のメッセージを一貫して園館全体に
伝え、増幅することができるからです。

20
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ケーススタディ

愛、配慮、保全、一緒に、
価値主導型の  

取り組みと権利擁護

一貫してシンプルな小見出し、記号、語句を使用することで、私たちの解
釈への導入を支え、来館者が共感したり、興味を持ったりできるような意
味のある情報を伝えるのに役立ちます。
私たちの看板や解説板の内容は、常に上の四つの文言の一つに関連し
ています。
© WILD PLANET TRUST

自然保護とは、人 と々、彼らがどのように自然を見て、どのように
評価するかということです。英国のワイルド・プラネット・トラス
トは、ゲストの知識ベース、認識、価値観に沿った解釈戦略を
開発し、有意義なエンゲージメントと関与を開発しました。その
アプローチは、ゲストが共感できる4つの核となるステートメン
トとメッセージを中心に据えており、すべての標識に繰り返し
表示されるストラップライン、キーワード、ロゴによって識別さ
れています。これらのメッセージは、論理的な4段階のアプロー
チをとっています。すなわち、ゲストを巻き込む（愛）、彼らの懸
念を和らげる（配慮）、ワイルド・プラネット・トラストが何をして
いるのかを示す（守る）、参加を助ける（一緒に）というもので、
すべての解釈的コンテンツはこれらのテーマに関連していま
す。ゲストはワイルド・プラネット・トラストが保全活動を行う慈
善団体であることを理解し、議論されている保全問題が関連し
ていることを理解することができます。
そして、家庭での日々の行動に影響を受けています



質の高い保全教育の文化と結びついて、動物園や水
族館は約束を実行するべきです。
これは、動物園水族館が観客に求めるのと同じ行動
や振る舞いをしなければならないことを意味してい
ます。
例えば、保全教育の取り組みでは、プラスチック、パー
ム油、木材、魚介類の購入の決定など、消費者の行動
の中で環境に配慮した選択をするように観客に求め
ることがよくあります。
動物園や水族館は、WAZAの「私たちの地球を守る」
戦略の中で概説されているように、これらの資源の
調達と使用にも同様の注意を払わなければなりませ
ん。
動物園と水族館は、行動をもって、彼らが主張する問
題への約束を観客に示すことができて初めて、信頼
される声として認められることになるのでしょう。

保全教育計画
質の高い保全教育の文化を構築するためには、戦略
的保全教育計画書の作成と実施が必要です。この計
画は以下のようなものでなければなりません：
• この戦略の中の提言を保全教育計画の基礎とする

こと。
• 質の高い保全教育を設計、実施、評価するための

園館の理念と約束を概説すること。
• さまざまな活動と、それが多様な来館者にどのよう

に適用されるかを説明してください。
• 計画の設計の背後にある理論と、戦略的思考を強

調してください。
• 古くから伝わる固有の科学、知識、文化の重要性と

関連性を参照してください。
• 動物園と水族館、他の保全団体、地域社会との間

の協力体制の必要性と利益を実証してください。
• より広範な保全活動や園館の使命、展望、戦略計

画と結びつけ、整合させてください。
• 国の学校カリキュラム、海洋の情報活用の枠組み、

国連の持続可能な開発目標など、適用可能な自治
体、国、地域、国際的な政策や基準を活用し、それ
らを含めてください。

ケーススタディ

リスボン動物園（ポルトガル）の保全教育の使命は、動物園
の内外を問わず、さまざまなタイプの観客に、認知的、感情
的、行動的な目標を通して、生物多様性の保全に有利な行
動を変えるように促し、奨励することにあります。
保全教育計画（CEP）の策定は、戦略的な計画の結果であ
り、動物園の理念を反映したものです。リスボン動物園の
CEPは2008年に策定され、ポルトガルのナショナルカリキュ
ラム、持続可能な開発目標、EAZAの保全教育基準に従って
毎年更新されています。
CEPには、50以上の異なるプログラムや活動、展示内容、主
要な学習成果、評価方法に反映された質の高い保全教育
の枠組みが含まれていますが、革新的な学習シナリオを作
成することにも余地があります。

ハンズオン、マインドオン、
ハーツオンをベースにした
戦略としての保全教育計画

動物園で観客にひらめきを与える。 © リスボン動物園
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ケーススタディ

海洋リテラシーの枠組み

海洋リテラシーとは、「海が人に与える影響と、人が海に与
える影響を理解すること」と定義されています。
海洋リテラシーのある人は;

• 海について意味のある方法で伝えることができま
す；そして

• 海とその資源に関して、十分な情報を得た上で責
任ある決定を下すことができます。

海洋リテラシーの原則は、100人以上の教師、科学者、教
育政策立案者の知恵を結集して2002年に策定されまし
た。それぞれの原則には、関連する概念の「流れ」があり、
徐々に複雑になっていきます。この原則は、公式および非
公式の学習プログラムに優れた枠組みを提供し、明確な
学習成果を開発・評価することができます。
海洋リテラシーは現在、アジア、ヨーロッパ、北米、南米、カ
ナダ、オーストラリアにネットワークを持つ世界的な運動
となっています。動物園や水族館は、本物の魅力的な海
の体験や学習プログラムへのアクセスを提供し、学習者
の海との関係を強化するという明確な役割を担っていま
す。

戦略的計画手順は、保全教育の範囲と目的を決定し、優先順
位の概要を決定し、意図した成果を図式化し、資源を配分する
のに役立ちます。戦略的計画は、質の高い枠組みを開発し、計
画や聴衆のための変化の理論的模範を構築するのに役立ちま
す。また、評価や社会調査の計画案を推進し、革新的な実践を
始めることができます。
計画は、組織全体に明確な行程表を提供し、すべての保全教
育のための統治、質、一貫性、説明責任の文化を保証するもの
でなければなりません。
動物園や水族館は、保全教育の取り組みを導くために必要な
経験と資格を持った職員を少なくとも1人は持っていなければ
なりません。彼らは、園館全体の同僚と協力して保全教育計画

を作成しなければなりません。スタッフの責任は、園館全体で
保全教育計画を作成し、それが正しく実施されるようにするこ
とです。
展示デザイン、説明計画、施設収蔵品計画など、保全教育の要
素を含むすべての運営面には、適切な保全教育の資格と経験
を持つ職員が関与すべきです。
これらの運営面で保全教育を統合することで、一貫した情報交
換と園館全体での保全教育計画のより効果的な実施を確保す
ることができます。
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“すべての人のための
海洋リテラシーツールキット”

© UNESCO-IOC



保全教育の質
動物園水族館は保全教育をどのように作成し、提供し、評価す
るかについて、品質という概念を受け入れるべきです。これに
は保全教育計画の一部として品質の枠組みを開発することが
含まれます。
このような枠組みは園館全体のすべての保全教育の取り組み
の品質を確保し、それぞれの活動を支えることになります。

施設と施設基盤
動物園水族館は質の高い保全教育を提供するために適切な
施設と施設基盤に投資すべきです。すべての動物園や水族館
には自分たちで行う保全教育の体験に適したさまざまなスペー
スや場所があります。
その他の敷地内施設には、屋外の自然遊技場、屋内の教室、実
験室、柔軟な教育スペースがあります。施設外の保全教育施設
の例としては、野外学習場、自然遊歩道、コミュニティスペース、
一時的な屋外学習スペース、学校などがあります。オンライン
施設には、デジタル学習ポータル、マーケティング資料、ウェブ
サイト、およびソーシャルメディアプラットフォームが含まれま
す。
保全教育のための施設と施設基盤は、個々のサイト、予算、運
営体制によって異なります。重要なのは、すべての施設が正常
に機能し、関連する健康と安全に関する法律を遵守し、主催す
る保全教育の目的に適していることです。

課題
組織的にどれだけ注目され、資源が投入され、保全教育がどの
ように行われているかには世界的な違いがあります。保全教育
を動物園や水族館の中心に位置づける組織文化を転換するこ
とは課題として認識されるかもしれません。
挑戦だと思われるかもしれません。
それには園館のリーダーが動物園または水族館の中で支持す
る最も重要な役割の一つとして、保全教育を認識することが必
要です。
より具体的には、リーダーは動物園や水族館が保全教育活動を
通して、社会的変化と保全問題への行動的解決を推進すべきで
あるという考えを支持する必要があります。考え方を支持する必
要があります。
保全教育は、高いレベルのスキルと専門知識を必要とする、認
知された職業としてはまだ始まったばかりです。保全教育の熟練
者に対する認識や報酬のレベルには一貫性がないことが広く
報告されています。また、ワークライフバランスの欠如や、専門的
な成長や上級指導者への昇進の機会が不公平であることを理
由に、多くの人がこの分野を去っていくため、キャリアパスは依
然として予測不可能なものとなっています。
保全教育に携わるスタッフやボランティアの責任は、教育のみ
を目的としたものから、自然に対する行動、心理、社会の変化に
焦点を当てたものへと変化しています。そのため、保全教育に携
わる人々は、保全心理学、ソーシャルマーケティング、社会調査
などの分野で新しいスキルや訓練を必要としています。
社会調査などの分野で新たなスキルや訓練が必要とされてい
ます。

第1章

ハシビロコウについて学ぶ子どもたち。© UWEC



私たちのなすべきことは、
動物園や水族館における
保全教育のために、
明確で、本物で、関連性のある目的を
作り出すことです。

第2章
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動物園・水族館への
多目的な保全教育の
組み込み
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動物園インターンプログラムの10代の子どもたちは、来園者に体験型の活動をさせながら、
説明力やリーダーシップを身につけていきます。©リンカーンパーク動物園



推奨事項
動物園や水族館における保全教育は、以下を目的とするべき
です：
• 種、自然界、動物園や水族館の保全への貢献についての知

識と理解を深める。
• 種、自然界、動物園や水族館に対するポジティブなつながり、

感情、態度、価値観、共感を育むこと。
• 種や自然界に対する畏敬の念、不思議さ、楽しさ、創造性、イ

ンスピレーションを促進すること。
• 生物種と自然界に対する環境保全の行動、主張、擁護を動機

付けること。
• 動物園、水族館、生物多様性保全に関連した科学的、技術

的、そして個人的な技量を身につけること。

はじめに
保全教育の “何を” と “どのように” とは、様々な活動、イベント、
プログラムです。
これらは第4章でさらに検討されます。
ここでは、動物園水族館における保全教育の目的または“なぜ”
を説明します。それぞれの動物園水族館は、地理的、社会的、経
済的、文化的な背景をもつユニークな存在です。規模、予算、事
業運営モデルにかかわらず、保全教育の中心となる目的は一
貫していて、人と自然に利益をもたらす社会的変化をもたらす
結果を可能にするものでなければなりません。

変化の理論
保全は、さまざまな目的を持った多面的な学問です。これらの
目的の中心は、人々が種や自然界に対してどのように考え、感

ブロンクス動物園の若手職員
諮問委員会のロジックモデル

ロジックモデル提供： 
Su-Jen Roberts
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> 600人のブロンクス動物園
若手職員

各部署のリーダーとプログラムマネー
ジャーを含む専門のチーム

若手職員の主導権を
促進させる経験

発想主導型の組織モデル

予算

若手職員の採用

アイデア出し

問題点と解決策を
見出すための手ほどき

アイデアを記録するプロセスの導入

アイデアを検討するための
ミーティングを設ける

実現可能なアイデアを特定する

人材育成

職能訓練の実施

 キャリア育成のための手ほどき
の提供

若手職員90名の参加（30名/年） 

アイデアの追跡、開発、実施のための
強固なプロセス

900のアイデアが生まれた

90のアイデアが実行された

15回の人材育成会議（5回/年）

メンバーの70％が翌年も動物園に
復帰している

メンバーの50%が
動物園での役割を多様化している

若手職員

伝達可能な専門的技能の開発

動物園の使命に対する約束の意識を
熟成する

動物園でのキャリアの選択肢を増や
し、昇進の機会に生かすことができる

WCSの運営

若手社員からの反応・考えを
受け入れる革新文化の確立

効率性の向上、お客様や従業員の満
足度の向上など、オペレーションに

恒久的な変化をもたらす

献身的で優秀な職員の
定着率の向上

成果出力内容活動内容入力内容

ブロンクス動物園の若手職員による諮問委員会

ケーススタディ

保全教育プログラムにおける
ロジックモデルの活用例

このロジックモデルは、ブロンクス動物園（アメリカ）のYEAC（Youth Employee Advisory Council）のためのもので、2017
年に開始された3年間のパイロットプログラムです。ブロンクス動物園のYEACは、自分自身と来園者のために職場をより良
くすることに投資している第一線のスタッフからなる少人数のグループです。このプログラムは、事業運営や職場文化に真
の変化をもたらすと同時に、若者の従業員に専門的職業開発と助言を提供します。

プログラムリーダーは、WCS（Wildlife Conservation Society）の各部門から利害関係者を招集し、目標とする成果を共同
で策定し、逆算して詳細な活動、出力内容、スケジュールを作成しました。利害関係者は毎年ロジックモデルに立ち返り、プ
ログラムの目標を再確認し、活動、出力内容、成果に対する進捗状況を報告しています。



　　　

ケーススタディ

保全教育における
変化の理論の活用例

サンディエゴ動物園グローバル（米国）のCARE保全活動ロードマップは、保全に関する思いやり、理解、
行動を起こす意図、行動を促進するために、様々なタイプの体験をどのように組み合わせて利用できるかを
説明した変化の理論です。

CARE保全活動ロードマップ、サンディエゴ動物園グローバル © EMILY ROUTMAN ASSOCIATES (2020)

じ、行動するかを変えることです。動物園や水族館では、何を変
えようとしているのか、対象となる人々は誰なのか、そしてこれ
らの変化が起こったことをどのように知ることができるのか、あ
まり理解されていません。動物園水族館はストーリーとメッセ
ージを保全教育の目的と成果に結びつけるメッセージの枠組
みの開発に投資すべきです。これらは提供された保全教育の
効果と影響がどのように社会と保全の成果に貢献するのかを
説明し、関連付けるべきです。
動物園や水族館は保全教育によって引き起こされるさまざま
な変化の道筋を描き、批判的に考え、探求しなければなりませ
ん。“変化の理論”モデルを使うことは成果ベースの方法論とし
て役立ちます。長期的な目標、リンク、仮定を概説し、結果の道
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筋を描くことができる。変化の理論は、望ましい変化がどのよう
に、そしてなぜ期待され、意図されているのかを説明するため
の有用なツールである。変化の理論は、明確な目標を念頭に
置いて作成され、通常、提供方法が決定される前に作成されま
す。論理のモデルは、特定のプログラムの構成要素を図式化す
るのに役立つもう一つのツールです。これらのモデルは、リソ
ース、インプット、アクティビティ、アウトプット、アウトカム、そし
てインパクトの関係を示すのに役立ちます。論理モデルの作成
は、動物園や水族館が保全教育活動を視覚化するのに役立ち
ます。これらのモデルは、成功するプログラムを提供するため
に、何を達成したいか、何をしなければならないかを説明する
ことができます。論理モデルは保全教育の構成要素を示し、活
動が意図された結果と影響につながることを確実にするのに
役立ちます。



目的
保全教育は多くのトピックやテーマを扱います。
動物園や水族館で行われる活動、プログラム、イベントには、知的、社会的、情緒
的、身体的な幸福の目的と結果がたくさんあります。
したがって、認知的、社会的、情緒的、刺激的、行動的、技能的な目的の範囲を考慮
し、それを含めるべきです。
このアプローチは、より多様な成果を促進し、観客に多くの情報や事実を提供する
という伝統から脱却します。次の5つの目的は、階層的ではなく相互に関連してお
り、動物園水族館における保全教育の複数の中心的な目的を概念化するのに役
立つ方法を提供します。

（認知的な目的）
種、自然界、動物園や水族館の保全への貢献についての知識と理解を深める。

（効果的な目的）
種、自然界、動物園や水族館に対する積極的なつながり、感情、態度、価値観、
共感を育む。

（ひらめきの目的）
種や自然界に対する畏敬の念、驚き、楽しみ、創造性、ひらめきの促進。

（行動の目的）
環境保全のための行動、種と自然界をサポートするための活動や権利擁護を
動機づける。

（技能の目的）
動物園、水族館、生物多様性保全に関連する科学的、技術的、個人的な
能力の向上。

畏敬の念、驚き、楽しさ、
創造性、インスピレーションの促進

積極的なつながり、
感情、態度、価値観、

共感を育む

環境保全のための行動、
活動、権利擁護の動機付け

科学的、技術的、そして
個人的なスキルの向上

動物園・水族館における
保全教育の目的は
以下のとおりです：

知識と理解を深める
保全教育における目
的の範囲の図

（アーツカウンシル
イングランドによる、
包括的な学習成果を
前提としたフレーム
ワーク「すべての人に
意欲のひらめきを」を
参考）

世界動物園水族館協会保全教育戦略
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認知的な目的
知識と理解を深めることは、動物園や水族館における保
全教育の基本的な目的です。この目的は、個々の動物、
種、生態系から人工飼育や生物多様性の保全にいたる
までのテーマについて、観客がより深く知り、理解するこ
とを助けます。さらに、動物園水族館は、さまざまな複雑
な保全、持続可能性、および生物多様性保全に関する観
客の知識と理解を深める必要があります。
また、動物園水族館は、さまざまな複雑な保全、持続可
能性、環境問題についての知識と理解を深める必要があ
ります。
広義の自然についての理解を深めることは、観客が動物
園や水族館、そして重要な地球規模の問題について、よ
り多くのことを知り、異なった方法で批判的に考えるため
に不可欠なツールとなります。多くの観客は、種の保存、
動物福祉、生物多様性保全への貢献のために動物園や
水族館が行っている仕事の全容について知りません。保
全教育は、本物の保全組織としての動物園や水族館に
ついて、観客の知識、理解、態度、好意的な認識を構築し
続けなければなりません。

効果的な目的
動物園や水族館は、観客がより多くの時間を外で過ごす
ことができるような体験をデザインすることを目指すべ
きです。自然の中での体験は、情緒的、身体的な健康を
促進します。
自然体験は人々を自然界や他の人々と感情的に結びつ
け、人々を励まします。保全教育は、観客がつながりや相
互依存を感じ、世界の「社会生態系」の一部であることを
実感するのに役立ちます。自然界から切り離されている
のではなく、この惑星に住むひとつの種として、本質的に
自然の一部であると感じることができます。
動物園や水族館は、野生動物に対する尊敬と共感を育
み、自然に対する本質的な価値観、誇り、守り手、愛、そし
て思いやりを促進することを目的としなければいけませ
ん。
観客は、地球上の「環境市民」としての責任感を感じ、生
物種と自然界に目を向け、気にかけ、世話をするのです。
急速に変化する地球環境にもかかわらず、視聴者が希望
を持って前向きになれるように、回復力と楽観主義が育
まれなければなりません。これらの感情的な学習経路を
通して、動物園や水族館は人々のバイオフィリア、つまり
自然に対する愛、尊敬、配慮を高めることができます。

ケーススタディ

スウェーデンのボラース動物園では、子供たちが動物の感情
を識別し、議論するために、実践的な飼育作業と様々な動物
についての議論を組み合わせています。シナリオや画像は、
スウェーデンのアニマル・ウェルフェア社が倫理学者や心理
学者と共同で開発したもので、子どもたちの共感力を高める
のに役立っています。

また、子どもたちは自分たちが関わっている動物の基本的な
生態や、野生動物が直面する脅威についても学びます。この
プログラムの成果としては、子どもたちに共感と尊敬の念、保
全の必要性、生物多様性を守るために家庭や教室で自分た
ちができることなどを教えています。
例えば、缶をリサイクルして資金を集めたり保全プログラム
への寄付など。

実践的な作業と状況に応じた
討論の組み合わせ：
就学前の保育施設における
共感性の基礎作り

ヨーロッパバイソン（Bison bonasus）の囲いの掃除を手伝いながら、
バイソンが何を食べているか.....、何が出てくるかについて話します。
© ボラース動物園
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ケーススタディ

自然とつながるための構想や
能力を身につける“若い探検
家”のための、目的を持った保
全教育

ヤング・エクスプローラーズ・クラブ（YEC）は、オーシャンパー
ク香港で毎週行われている、1歳半から6歳までの子どもたち
を対象とした保全教育プログラムです。このプログラムは、有
意義な活動を通して、自然を愛する心を育てることを目的と
しています。
このプログラムでは“自然の遊び”と“体験学習”の相乗効果を
利用して、社会性、細やかな運動能力、総体的な運動能力、
認知能力などの発達目標を達成します。

オーシャンパークのユニークな環境と、屋内外でのバランス
のとれた学習活動を活用し、各クラスでは異なる動物を中心
に学習します。その後、アート、感覚、ストーリーテリングなど
の活動を行い、動物や保全に関する知識を深めていきます。
このようにして、幼少期に保全価値の種が蒔かれます。
その結果、自然探索への意識が高まり、動物や保全の知識へ
の理解が深まるという好結果が得られています。動物園や水
族館としてのオーシャンパークが地域に何を提供できるのか
を知るとともに、YECは生涯学習者、自然擁護者、動物愛好家
を生涯にわたって育成するための最初のステップを踏み出
したのです。

グランドアクアリウムで、子供たちと一緒に海の動物を観察し、
関連する知識を伝えている教育者　© 香港オーシャンパーク

ひらめきの目的
多くの観客は、家族や友人と一緒に時間を過ごすという社会的
な理由から、動物園や水族館を訪れることを最初に選びます。
このような社会的な経験は、観客が訪問を楽しみ、刺激を受け
るのに役立ち、しばしば動物園や水族館への再訪問を決定し
ます。観客は、動物園や水族館の空間や場所での保全教育を
通して、種や自然界に対する畏敬の念や驚きの瞬間を経験す
ることができなければなりません。園館は自然の中での遊び、
創造性、楽しさ、探検、革新と好奇心を奨励する保全教育を設
計しなければなりません。これらの刺激的な要素は、人々が動
物園や水族館と社会的なつながりをもつために不可欠な要素

です。この感動的な目的は、人々がどのように学習し、つながり
を感じ、保全のための社会的変化を支える環境保全行動をと
るために重要です。

人々を自然と結びつけるために、動物園水族館はIUCNのコミ
ュニケーションと教育委員会、そして自然への愛を鼓舞する 
#NatureforAllの世界的な運動と連携し、パートナーとなるべき
です。この運動は、より多くの人々が自然を体験し、自然とつな
がり、自然への愛を共有すればするほど、保全への支援と行動
が増えるという知識に基づいています。自然との個人的な体験
やつながりは、個人や社会の健康、幸福、回復力に大きなメリッ
トをもたらします。

世界動物園水族館協会保全教育戦略
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行動の目的
保全は、人々の行動や行為と密接に結びついています。人間と
社会の行動は、すべての環境と保全問題の原動力であり、解決
策でもあります。したがって、保全教育の行動目的として、動物
園や水族館は、種を支援し、自然界の擁護者になるために、観
客の行動、活動、権利の擁護を動機づけるように努力しなけれ
ばなりません。
人間の行動は、価値観、態度、信念、社会的規範などの複数の
要因に影響されます。また、社会経済的な状況、社会的な慣習、
文化的なもの、その他の文脈的な要因によっても影響を受けま
す。人間の行動を予測・理解することは難しく、影響を与えるこ
とも困難です。そのため、特定の介入に関連した因果関係を明
らかにすることは困難です。動物園水族館は、自分の行動や行
為が種や生態系、そして自分自身にどのような影響を与えるの
か、観客の理解を深めるように努めなければなりません。
動物園や水族館は、観客が個人的にも集団的にも環境に配慮
した行動をとることを奨励し、支援しなければなりません。同時
に、園館内で、またスタッフやボランティアを通して、同じ行動
や行為の模範とならなければなりません。動物園水族館は、学
校や青年団、地域社会や近隣住民などのグループが、より大規

模な集団的な提言や社会的行動を推進するために協力するよ
うにします。生態学的思考」の行程は、すべての人間の集団的な
努力がどのように織り込まれ、個々の行動と相互にリンクしてい
るかを考えるのに有効な枠組みです。“生態学的思考”への行程
は、すべての人間の集団的な努力がどのように織り込まれ、個々
の行動と相互に関連しているかを考えるのに有効です。動物園
や水族館は、個人や集団の行動を動機づけ、動員しなければな
りません。動物園水族館は、人々に利益をもたらす保全のため
に、社会的変化をもたらす個人や集団の行動を動物園水族館
は、人と自然に利益をもたらす保全のための社会的変化をもた
らす個人と集団の行動を動機づけ、動員するべきです。人々と
自然に利益をもたらす保全のための社会的変化をもたらす個人
的、集団的な行動を動機づけ、動かします。
観客は多くの場合、より持続可能な生活を望み、生物多様性の
保全に貢献したいと思っていますが、それを現実のものとする
には障害があります。動物園や水族館は、必要に応じて、話し合
いを促進し、これらの障害を克服するためのさまざまなサポート
やツールを提供しなければなりません。観客を支援することで、
個人や地域社会が自信を持ち、力を感じ、種の保全や健全な地
域社会の強力な代弁者になるという願望を実現することができ
ます。

ケーススタディ

人間関係をベースにした
学校とのパートナーシッ
プモデルにより、野生動
物を保全する力を持った
コミュニティが生まれま
す。

ヒューストン動物園（米国）の「Saving Wildlife School Partnerships」プログラムは、長期的な関係を重視し、複数の
接点を持ち、野生動物への脅威を減らすために生徒が個人やグループでできる年齢に応じた行動に焦点を当てた、
カスタマイズ可能な体験です。すべてのパートナーシップには、教育者訓練、動物園スタッフによる学校訪問、動物園
へのフィールドトリップ、地域の自然保護区への訪問が含まれます。ヒューストン動物園では、自然の中でのポジティ
ブな体験を促進し、野生動物への共感を育み、個々の行動を特定の動物に結びつけることで、生徒たちが野生動物
保全のメッセージを体得するのを見てきました。パートナー校は、合計で約650㎡以上の花粉媒介者の生息地を作
り、3.6ｔ以上の紙をリサイクルし、ヒューストン動物園の世界的な保全パートナーを支援するために26,000ドル以
上を集めました。これらの成功例と評価データは、パートナーシップが生徒と教師のモチベーションを高め、野生動物
と野生の場所のために学校のコミュニティをまとめる可能性があることを示しています。

キャンパス内の植物と花粉媒介者のための花壇で
作業する学生たち © ヒューストン動物園
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技能の目的
動物園、水族館、そして生物多様性の保全に関連する科学的、
技術的、そして個人的な能力を向上させることは、保全教育の
本質的な目的です。
本物の参加、新しいことへの挑戦、経験的な学習過程は、観客
の能力開発には欠かせない要素です。動物園や水族館は、現
代の都市生活や環境の不確実性に対処するために、すべての
観客が「21世紀の能力」を向上できるように支援する必要があ
ります。
これらの能力には、批判的思考、主導性の発揮、問題解決、探
究、意思決定、協力、意志の疎通、統率力、デジタルメディアと技
術の応用力が含まれます。
科学的、技術的、そして個人的な能力や適性を幅広く身につけ
ることは、動物園や水族館、そしてその観客が、地球が直面す
る将来の問題に取り組む準備をするのに役立ちます。

課題
動物園水族館の主な課題の一つは、人々が自然界に対してど
のように考え、感じ、行動するかについて、どのようにして大規
模な変化を起こすかということです。
この課題に対応するために、動物園水族館はスタッフの能力
開発に投資し、適切なレベルの知識、スキル、専門知識を備え、
保全教育の中に社会的変化のメカニズムを計画、提供、定着さ
せるべきです。純粋に情報の伝達に焦点をあてた教育の伝統
から離れ、動物園水族館は複数の目的を念頭に置いた保全教
育を監査し、反省し、再構築しなければなりません。

これには、保全教育計画の中の異なる目標のそれぞれについ
て、意図された成果と変化の学習経路の明確な記述が含まれ
ます。
さらに、動物園や水族館の使命と、対象となる観客の興味や目
標との間に、明らかな不適合がある場合もあります。この問題
は、地域社会で十分なサービスを受けていない人々に手を差
し伸べるときによく起こります。彼らは、参加することにあまり積
極的ではなく、動物園や水族館とつながることの妥当性を容易
に理解していません。動物園や水族館は本物の保全教育プロ
グラム開発の鍵となる交点を見つけるために、これらの観客と
の関係構築、信頼関係の構築、共同作業に投資すべきです。
動物園や水族館の課題であり機会でもあるのは、保全のため
の社会的変化を促す複数の目的を包含するように保全教育を
変革することです。この変革を通して、保全教育は観客が自分
の周りの世界を理解し、自然とのつながりを感じ、その価値を
認めるような積極的な保全活動の提唱者になるよう動機づけ
ることができます。将来の動物園や水族館の観客は、世界の生
物多様性と生態系の未来が脅威にさらされていることを気に
かけ、すべての生物の健康と幸福を気にかける人々でなけれ
ばなりません。
彼らはすべての種の未来を気にかけ、日常生活でより環境にや
さしい行動をとるために一歩を踏み出し、他の人々と協力して
断固とした集団行動を推進します。
未来の観客は、動物園や水族館を信頼できる声をもつ社会的
企業と見なすはずです。動物園や水族館は、種や生態系、地域
社会の持続可能な未来を築くために人々を結びつける、社会
的で感情的な変化をもたらす体験や機会を提供することを知
っています。
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Closer to the Whales - あらゆるタイプの
観客に合わせた教育的な瞬間を提供します

 © マリンランド　アンティーブ



Mā te whakaaro nui 
e hanga te whare; 
mā te mātauranga 
e whakaū
大きなアイデアが家
を作り、知識が家を
維持する

ケーススタディ

マオリの世界では、すべてのものが最終的に子孫をたどる原始の祖先（Ranginuiと
Papatūānuku）が一組だけ存在します。したがって、すべてのものは関連しています。人であ
れ、動物であれ、植物であれ、岩であれ、水であれ。すべてのものはつながっていて、健康と
幸福のためにお互いに依存しています。“マータウランガマオリ”とは、マオリ人としての在り
方、世界への関わり方を意味します。
オークランド動物園（ニュージーランド）では、マオリ族の保全教育プログラム“マータウラ
ンガマオリ”を実施しています。このプログラムでは、ニュージーランドの動植物を使って、マ
オリ族の文化とその多くの原則や慣習を説明し、関係性を説明し、理解を深めています。そ
の中には、カイティアキタンガ（守護）、ワカパパ（系図）、ロンゴア（薬）、トゥランガワワエ（帰
属）などがあります。

マータウランガマオリ 

保全教育プログラム：
マオリの世界観
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マータウランガマオリ：オークランド動物園での保全教育セッション。 © オークランド動物園



私たちのなすべきことは、
観客の範囲を理解し、
動物園や水族館の保全教育の範囲を
拡大することです。

私たちのなすべきことは、多様性、
公平性、利便性、そして包括的な
保全教育を促進することです。

第3章
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すべての人々のための
保全教育の推進
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私の街 、私の森の参加者は、ペットボトルを再利用して
素晴らしい鉛筆ケースを作ることを学びました。© BRIGHT SENANU 



推奨事項
• 動物園や水族館は、人々が保全について学び、参加する機

会を、施設内、施設外、そしてオンラインで拡大すべきであ
る。

• 動物園または水族館は、さまざまな観客のニーズと多様性に
対応するために、保全教育プログラムにおいてさまざまなア
プローチを示すことができるはずである。

はじめに
動物園や水族館は、社会のすべての部門につながる、多様で、
公平で、利用しやすく、包括的な組織でなければなりません。結
局のところ、生物多様性の保全は地球全体の課題であり、社会
に根ざした解決策はすべての人を巻き込む必要があります。そ
のため、生物多様性の保全はすべての人の生活に不可欠であ
り、関連性があるという理解を深めることが重要です。保全教
育の重要な部分は、さまざまな観客のニーズを理解し、サポー
トすることです。具体的には、さまざまな観客が、動物園や水族
館の敷地内、敷地外、そしてオンラインで行われるさまざまな
保全教育活動にどのように参加できるかということです。
動物園水族館は、観客の多様性、従業員の多様性、保全教育を
行う場所や空間の利用しやすさを考慮しなければなりません。
動物園や水族館は保全教育に社会正義のアプローチを含め、
運営するための“社会的ライセンス”を促進し、参加者を広げ、
個人や地域社会の利益のための保全機会のための社会的変
化を改善しなければなりません。

動物園・水族館のさらなる
普及を目指して
動物園や水族館に加えて、保全教育はオンラインで、地域コミ
ュニティで、他の組織との連携で、生息地でのプロジェクトの中
で、そして地域や世界規模で共同して行うことができます。
このような機会を提供することで、動物園や水族館はより多く
の人 と々より公平に、より深く関わることができます。
動物園や水族館を訪れる現在および将来の観客は、自分の時
間をどのように過ごすか多くの選択肢を持っています。
多くの人々が動物園や水族館を訪れたり、施設外やオンライン
での保全教育活動に参加することを阻む現実と認識されてい
る障害があります。障壁は経済的、文化的、知的、または動物園
や水族館が“自分には合わない“という感覚です。
これらの障壁は観客が保全教育にアクセスし、体験する機会を
制限します。
動物園水族館はプログラムを多様化し、新しい、そして現在の

観客とつながる空間と場所を提供することによって、これらの
障壁を克服するように努力しなければなりません。
コミュニティスペース、地域の自然地域、保護区での保全教育
は、動物園や水族館の使命を観客に伝えます。
このようなアウトリーチの経験は、潜在的な障害のいくつかを
軽減するのに役立ちます。観客が個人的に、本物の、そして関
連性のある学習機会を経験しながら、自然との地域的で意味
のあるつながりを作ることができる環境に保全教育をもたらし
ます。
地域社会や信仰団体、その他の環境保全の非営利団体などの
パートナーと協力することで、動物園や水族園は新しい観客を
獲得することができます。

世界動物園水族館協会保全教育戦略

ケーススタディ

すべての家族に
保全教育の
機会を提供

ダブリン動物園の自然状態の空き地で、
家族がお互いに自然とのつながりを築く。© ダブリン動物園 

アイルランドのダブリン動物園が実施した“自然状態の空き地
で自然と触れ合う家族たち“は、WAZAネイチャーコネクト助成
金の助成を受けて実施されました。教育者が地元の保全団体
や専門家と協力して、5ヶ月間のテーマ別の没入型自然プログ
ラムを企画しました。このプログラムの焦点は、都会の家族に
身近な保全教育を提供することでした。その目的は、ダブリン
動物園の自然状態の空き地や地元の緑地で自然と有意義につ
ながるための自信、スキル、リソースを構築し、これらのスキル
セットを生涯にわたって提供することでした。2018年は13家
族が参加しましたが、2019年には4倍の60家族以上が参加し
ました。参加者からは、生物多様性に関する知識の獲得、自然
を探索する自信の向上、家族の絆の改善、野生動物に対する
共感の向上などのポジティブな反応が見られました。
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オンラインでの体験を通した保全教
育は、既存、新規、遠隔地、あるいは
十分なサービスを受けていない観客
とつながるための方法としてますま
す人気が高まっています。動物園や
水族館はインパクトのある保全教育
を提供するための効果的なツールと
して、ウェブサイト、“ライブカメラフィ
ード”や“ソーシャルメディアプラットフ
ォーム”に加えて、デジタル学習プラッ
トフォームをさらに活用すべきです。
オンライン教材とコンテンツによる保
全教育のサポートは、観客が動物園
や水族館からのメッセージを受け取
る方法を多様化することができます。
これらのオンライン資料は、動物園
や水族館を訪問する前または後に、
動物園や水族館とのつながりを広げ
ることができ、地域社会への働きかけ
プログラムの一部であったり、単独で
オンライン保全教育を体験すること
ができます。

ケーススタディ

ハウテン州には、南アフリカのヨハネスブルグ動物園への入場料を払えない地域
が多くあります。企業の社会的責任プログラムである「マシバンビサン」は、このギ
ャップを埋めることを目的としています。このプログラムでは、動物園をより身近
なものにするための支援を行っています。
このプログラムでは、教育機関に交通費と動物園への入場料を無料で提供して
います。このプログラムは、環境教育や啓蒙活動を通じて、地域社会が自然環境
や野生動物の保全のために立ち上がる機会を提供しています。
動物園はいくつかの環境NPOと提携しており、子どもたちにさまざまな教育活動
を提供しています。
また、動物園内だけでなく、自然保護区や保全地域、野生のオープンスペースで
のいくつかの保全プログラムについても説明しています。

環境教育のための
“マシバンビサン－クラブ活動”

ヨハネスブルグ動物園でのアーバー・デイのお祝い。© ヨハネスブルグ動物園

イスラエルのラマト・ガン。© ラマト・ガンサファリ



ケーススタディ

サンゴ礁保全のために
若者のリーダーシップを育む

ホンジュラスのロアタン海洋公園の教育プログラムでは、サンゴ礁の
保全を促進するため、サンゴ礁を屋外の教室として利用し、いくつか
の戦略を用いて沿岸の海洋資源に関する意識を高めています。
“4Rs”リサイクル・アート・コンテストを開催し、参加者に海洋ゴミを使
った彫刻や3D壁画の制作を呼びかけました。
9年生の生徒たちは、環境とアートに関する訓練を受けた後、1ヶ月の
期間で学校のキャンペーンを実施し、材料を集め、独自のアート作品
を制作しました。このプログラムの結果、生徒たちは、プラスチックの
使用量を減らし、ベイアイランド経済の要であるサンゴ礁をもっと大切
にするよう、他の人たちに呼びかけたいという意欲を示しました。
彼らの一番のモチベーションは仲間と一緒に水中スクーターでサンゴ
礁を探索したことですが、これは島民の誰もができることではありませ
ん。

“4Rsコンテスト”授賞式2019年第1位CEBからの
受賞学生RUBÉN BARAHONA。

©MIRNA PUERTO

世界動物園水族館協会保全教育戦略

水中スクーターのグループライド優勝者の順位 1.
© BOSS/オーシャン・コネクションケーススタディ

ガーナでは、保全教育の
アウトリーチ活動が自然に対する見方に
プラスの影響を与えている。

最近のガーナの文化では、自然への共感が忘れられているようです。
動物園に行くことは誰にとっても簡単なことではありません。
そのため、コミュニティで保全教育活動を行うことで、他の方法では機
会を得られない市民の関心を集めることができます。西アフリカ霊長
類保全活動（WAPCA）では、都市部の家族を自然と結びつけ、保全行
動を促進するために、My City、My Forestというコミュニティ啓蒙プロ
ジェクトを実施しました。
実施された活動は、動物園やWAPCAの絶滅危惧種霊長類繁殖センタ
ーの訪問、ビーチの清掃、植樹、プラスチック素材の再利用など、さま
ざまな保全アプローチを含む多様なものでした。ガーナの首都アクラ
にある4つのコミュニティの参加者は、1年以内に、自然や動物に対す
る見方や態度を変えました。
プロジェクト終了後、これらのコミュニティには創設資金が提供され、
地域で持続可能な活動を継続的に展開・実施することが可能となり、
地球の幸福のための生物多様性保全の重要性をより多くの人々に伝
えることができるようになりました。

MY CITY, MY FORESTの参加者は、ペットボトルを
再利用して素晴らしい鉛筆ケースを作ることを学び
ました。© ブライト・セナヌ
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人間性の多様性は、視聴者に適した保
全教育の設計、提供、評価を困難にしま
す。動物園水族館は、来館者、地域社会、
スタッフ、ボランティアなど、多様な多言
語・多文化の人々を集めています。
動物園や水族館は、現在のさまざまな
観客と潜在的な観客のニーズを理解
し、満たすことができるように、時間、資
源、専門知識を投入しなければなりませ
ん。
これにより、幅広い人々にとって利用し
やすい空間や真に包括的で本物の体験
を開発することができます。動物園水族
館は、種と自然界について学び、つなが

り、主張し、行動するための幅広い公平
な機会を提供することを約束します。
動物園水族館は、より広い世界の中の
多様性を代表するスタッフやボランティ
アを通して公平性の模範となるよう努力
しなければなりません。
社会的・文化的性差、人種、文化、身体、
神経の多様性は、動物園や水族館が従
業員や観客の一部として奨励し、支援す
べき人間社会の多くの側面のほんの一
部にすぎません。

多様性、公平性、アクセス性、
そして包括性

ケーススタディ

特別な必要性を持つ
観客の要求に応える 

（手話、認知症、視覚障害者・
盲人、障害者）

ドイツのベルリンにあるティアパーク・ベルリンでは、さまざまな障害を持つ人々のニーズに合わせたアクティビティ
を提供しています。すべてのアクティビティは、認定された支援団体と協力して開発され、訓練を受けた動物園の職員
が少人数で実施します。それぞれの参加者のニーズを考慮しています。例えば、認知症の方のためのガイド付き多感
覚ウォークなどがあります。これは、自己表現やアイデアの交換、身近なものとのつながり、社会的な接触を楽しむ機
会となります。
また、視覚障害者や目の不自由な方を対象とした動物園の見学ツアーもあります。このツアーでは、動物に関する情
報が提供され、また、触覚や嗅覚を利用することもできます。この特別なツアーでは、参加者は選ばれた動物種に触
れ、餌を与える機会があります。もう一つの価値あるプログラムは、手話で動物園を見学することです。グループの関
心事が自発的に取り上げられ、動物の飼育、訓練、エンリッチメントなどのあらゆる情報が語られます。

ガイドツアー中に教育目的で使用されるオブジェクトを
持つティアパークスクールのチーム。
© ティアパーク動物園：ベルリン
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課題
現在の課題は、どのようにして動物園や水族館を、来館者や地
域社会、スタッフやボランティアにとって、真に多様で、利用しや
すく、公平で、包括的な組織にするかということです。動物園水族
館は、スタッフやボランティア、そして観客に対する自分たちの無
意識の偏見や組織的な障壁を理解するよう努力しなければなり
ません。観客が良い機会に利用したり、自分が含まれていると感
じるのを妨げている障害を理解する必要があります。このような
理解は、動物園と社会のすべての部署との間に、より信頼できる
関係と関与の機会を築くことを可能にします。
視聴者にとっての共通の課題は、生物多様性、生態系、および保
全が自分たちの生活にどのように関連しているかを理解するこ
とです。これらの問題は複雑で、動物園や水族館に行ってもなか
なか理解してもらえないことがあります。絶滅危惧種を救うこと
は、動物園や水族館の観客の大部分、そしてより広い社会にとっ
て重要な関心事ではありません。多くの人々にとって、生物多様
性の保全は、貧困や紛争、教育や医療の欠如、失業など、より差
し迫った問題に取って代わられます。
当然のことながら、人々は比較的遠い（空間的、時間的に）保全
や環境問題よりも、身近な家族や友人に影響を与える緊急の問
題に注目します。

この課題に加えて、動物園や水族館は保全教育の目標として、
人々が自然界に対してどのように考え、感じ、行動するかという
社会的変化を促すことを掲げています。
対照的に、観客の優先事項はより直接的な個人的、社会的、そ
して楽しみの結果に焦点を当てているかもしれません。
動物園や水族館は種の保存を個人化し、地域化するための交
差する方法を見つけることに投資すべきです。保全と環境問題
を文脈化し、観客の生活と結びつけることで、これらの経験を
観客の優先事項の一部とすることができます。
観客の考えや経験、彼らが知っていることや気にかけているこ
とを理解し、大切にすることで、動物園や水族館は観客の生活
により密着した保全教育を行うことができます。
この戦略の執筆中に現れた広範な課題は、世界的なパンデミ
ックのために世界の動物園や水族館の大部分が閉鎖されたと
きに、いかにして質の高い保全活動を広範囲の観客に提供し
続けるかということでした。現場での活動ができなくなったこと
で、動物園や水族館は、オンラインでの保全教育機会の資産構
成を革新し、拡大するために、迅速に軸となるものを含めてオ
ンライン環境を採用する機会を得ました。
このようにして、観客は動物園や水族館の種、スタッフ、そして
使命とのつながりを保つことができました。また、コミュニティ
の感情的な健康と幸福を促進し、自然とお互いのつながりを継
続させるためにも重要なことでした。

ケーススタディ

ヘビは悪者なのか、それとも神聖なものなのか。
地域社会のジレンマ

インドでは文化的な観点からヘビが崇拝され、
尊敬されていますが、野生ではヘビを発見する
と恐怖を感じ、最初の本能としてヘビを追い出
そうとします。
インドのマドラス・クロコダイル・バンク・トラスト

（MCBT）は、野生のヘビに遭遇したときにどう
すればいいのかを知ってもらうために、ヘビを連
れ出しています。人々の恐怖心のほとんどは、何
世代にもわたって語り継がれてきた神話に基づ
いています。
このヘビ認識プログラムを実施することで、誤解
されているこの生き物に光を当て、人々が野生
のヘビに遭遇したときにすべきこと、してはいけ
ないことを認識してもらうことができます。このよ
うな体験学習により、ヘビに対する共感が生ま
れ、人が本能的にヘビを環境から排除するので
はなく、人とヘビが共存できるようになります。 キイロアナコンダ（Eunectes notaeus）との出会い。© MCBT
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ケーススタディ

新たな観客を対象とした活動を行う場合、新しい保全教育プログラムの設計や開発に彼らを参加させることは有
益です。英国のチェスター動物園は、若者との協力関係を強化したいと考え、開発を支援するために青少年委員
会を設立しました。
チェスター動物園の青少年委員会は、さまざまな経歴を持つ18歳から25歳までの13人の青少年で構成されてい
ます。彼らは動物園の評議員会や経営陣に直接提言を行い、動物園内での発言力を高めています。保全教育プロ
グラムを見るだけでなく、彼らは園館全体を見ています。動物園が若者にどのように関わっているか、プラスにもマ
イナスにも影響を与える可能性のあるすべての問題を園館全体で検討します。
また、継続的な訓練と個別のメンタリングを受け、リーダーシップスキルを向上させ、自分の役割を効果的に果た
せるようにしています。
また、継続的な訓練と個別の指導を受け、リーダーシップスキルを高め、理事としての役割を効果的に果たせるよ
うにしています。

観客の声を企画・開発に反映させる

チェスター動物園青少年委員会© チェスター動物園

ヒューストン動物園クルー 10代の子供たちが動物園のお客様のために企画した世界キツネザルの日のフェスティバル2019。© ヒューストン動物園



私たちのなすべきことは、動物園や
水族館での保全教育において、意
識を高め、人々を自然に結びつけ、
環境保全のための行動を動機づけ
るような、証拠に基づいた導入を進
め、革新することです。

第4章
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保全教育における
アプローチと
方法の適用



第4章
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壮年世代のボランティアが解説を担当し、「オーストラリアの冒険」展での健康で、持続可能な社会指向に関する
保全活動のメッセージを来場者に伝えていました。©オーシャンパーク・ホンコン



推奨事項
• 保全教育計画は、測定可能な学習成果を伴う教科横断的な

アプローチを保全教育のすべての側面に適用することにつ
いての具体的な言及を含むべきです。

• 保全教育のメッセージは、科学的な事実と理論に基づいて
いなければなりません。文化的、宗教的、または代替的な考
え方が表現されている場合は、そのように明確に示されなけ
ればなりません。

• 動物園や水族館は、展示されている種や生態系、問題につい
て正確で適切な情報を提示しなければなりません。

はじめに
動物園や水族館が保全教育の成果をどの程度達成できるか
は、プログラムやコンテンツにどのようなアプローチや方法を
選択するかに大きく左右されます。第2章では、“なぜ”：目的に
ついて説明します。
第3章では、“誰が”：観客、そして、“どこで”：場所と空間について
説明します。本章では、“何をどのように”：保全教育の成果を達
成するための教育的、行動的、コミュニケーション的アプローチ
について検討します。
概説された戦略的要素は、保全のための社会的変化を促進す
るアプローチと方法をどのように設計し、提供し、評価するか
を規定するものです。これらの要素には、実践、研究、革新の関
係、理論的考察、インパクトのある保全教育を提供するための
指針、品質保証、言語、音調、楽観主義などが含まれます。
アプローチや手法の運用面での詳細は、この戦略の範囲外で
す。

主要なメッセージ
動物園水族館は保全教育を通して伝えたい優先順位の高い事
実、ストーリー、行動を概説する一連のキーメッセージを開発
するべきです。明確で説得力のあるメッセージの枠組みはすべ
ての保全教育の取り組みに統合されるべき問題とトピックの優
先順位を決めるのに役立ちます。これにより、視聴者との会話を
どのような物語で構成すべきかについて、園館全体で明確性と
一貫性が得られます。

測定可能な学習成果
動物園水族館は保全教育のすべての側面について測定可能
な学習成果を作成しなければなりません。
保全教育に成果ベースのアプローチをとるということは、すべ
ての活動がはっきりとした明確な目的と目標をもつことを意味
します。学習成果とは、個人またはグループが特定の保全教育
活動、イベントまたはプログラムの結果として、何ができるよう
になり、何を知っているか、何を大切にしているかを示すもの
です。
学習成果は、測定可能で、相互にリンクしており、園館のメッセ
ージフレームワーク、ミッション、および優先事項に沿ったもの
でなければなりません。

種やスタッフ、プロジェクト
に関するユニークな話
動物園水族館は、そのユニークな場所、種、スタッフ、そして物
語の保全教育の可能性を最大限に活用しなければなりませ
ん。
すべての保全教育活動は、動物園または水族館の種、スタッフ
の知識、専門性、そしてストーリー、生息域内外の保全、科学、
研究プロジェクトに結びつけることを目指してください。
このようなつながりは、実際の種、実際の人、実際の場所やプ
ロジェクトを通して、観客に保全教育を生かすのに役立ちます。

世界動物園水族館協会保全教育戦略
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ケーススタディ

学校以外の学習環境における
年齢に応じた方法と活動

図4.3｜年齢層に合わせたアクティビティの図。© タリン動物園 

タリン動物園（エストニア）には、1950年
代からホビークラブがあります。ホビーク
ラブとは、学校以外の学習の一例で、専門
家の指導のもと、共通の関心事で結ばれ
た同じグループの参加者が定期的に集ま
るものです。
自然を愛し、世界を包括的に理解する力
を養うために、動物園では参加者の技術
や知識のレベルを考慮し、それに基づい
て活動を行っています。
20以上のホビークラブのミーティングは、
年間を通して毎週行われ、1歳から60歳
以上の方が参加しています。
テーマは、一般的な生物学、動物学や化
学、動物行動学、動物をテーマにしたアー
トなど多岐にわたります。長年にわたって
試行されてきた最良の方法が図に示され
ており、アクティビティは適切な年齢層に
合わせて行われています。
参加者の年齢が上がれば上がるほど、こ
れまでの年齢層の手法と新しい手法の両
方を使うことができるので、アプローチの
仕方も変わってきます。

第4章オークランド動物園の爬虫類メンバー。 © オークランド動物園

19. ネイチャー・ラボラトリー
20. アニマル・フレンズ・クラブ

• 学際的講義  • 動物行動学のすべて
• 化学方程式  • 反応化学量論と分析
• 学校向けに改変した動物園のプログラム
• 植物の化学組成
• 銅の結晶を大きくする

• グラフを読む
• セミナー

21. 大人のための動物学
• 国外への見学旅行
• 宿題（読解、発表の準備）
• 独自の動物観察
• 動物関連の読書
• 夜の動物園ツアー

15. 動物学クラブ
16. 動物学上級編
17. 写真クラブ
18. アニマル・フレンズ・クラブ
• 講義  • 動物写真  •「ワシの目」ゲーム
 • 記憶ゲーム  • 森の植物と菌類について
学ぶ  • 調査研究の実践と発表  • 野鳥のため
に巣箱を作る  • 動物園の保全研究センター
見学  • 動物の足跡、生活痕を見わける
• 全園的なイベントに参加
• 飼育員に会う  • 化石を調べる

11. ネイチャー・ 
           ラボラトリー

12. 動物の絵を描く
13. 初心者のための動物学

14. 自然愛好家クラブ
• 石油流出汚染の実験
• 色々な絵画技法を試す
• 果物や野菜の糖度を調べる
• Tシャツに絵を描く
• ポスターを作る
• 水の物理濾過
• 浸透現象の実験
• 漁網を編む

9. アニマル・フレンズ・クラブ
10. アニマル-ヒューマン・フレンド
• ジョパディ！（クイズ・グランプリ）ゲー
ム、ボードゲーム、地図を使ったオリエン
テーション・ゲーム、適応ゲーム
• ボードゲームを作る  • ディベート
• 学習ポートフォリオを作る

6. アニマル・
       フレンズ・クラブ
7. ネイチャー・ラボラトリー
8. エコロジー・クラブ
• えさを調べる  • 国内の遠足
• ワークシートを使った動物観察
• 簡単な化学実験  • モバイルアプリを使った
動物園探検  • バイオプラスチック、ポリビニール
アルコールのスライム、石鹸、歯磨きペーストを作る
• 沸点と氷点を見つける  • 家畜やペットの餌やり
• 粘土細工  • ディベート  • パンケーキ作り
• リサイクル  • ワークシート  • 音読

4. 動物園・趣味のクラブ
5. エコロジー・クラブ
• エンリッチメント
• 市内に遠足
• ガイドごっこ
• クイズ
• （双眼視）顕微鏡
• 映画・ビデオ
• ワークシート
• 音読

2. 小さな動物のお友だち
3. アニマル・フレンズ・クラブ
• 飼育舎の清掃と準備
• 宝さがし、活動的な屋外の
ゲーム
• 水禽の餌やり

1. みんなのお気に入り
• 動物とのふれあい
• 図画工作
• 簡単で活動的なゲーム
• グループでの動物観察１.
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市内に遠足：
野猫保護施設、自然史博物館、
草原での野鳥観察、乗馬施設、
植物園、サイエンス・ディスカバリー
・センター、環境試験会社

エンリッチメント：
遊具を作る、飼育施設内の構造物
の制作、ペット動物とのふれあい、
トレーニング、チンパンジーたちの
ために絵を描く、リクガメを水浴
びさせる

国内の遠足：
島嶼、国立公園、環境教育センター、
サマー・キャンプ

適応ゲーム：
各チームは動物を１頭与えられ、
対応するバイオームの写真を選ぶ。
司会者が色々な適応例を読み上げ
（例：「長くてふさふさした
しっぽ」、「大きい耳」など）、それ
がチームの動物が持つものの場合
はバイオームの写真を上げ、その
適応が動物の生存をどう助けるか
を説明する。正しい答えは１点で、
５点先取したチームが優勝。

「ワシの目」ゲーム：
プレイヤーは、森に隠された様々
な動物の実物大の切り抜きを探
す。これらの動物は色々な種のワ
シの餌となるもの。

国外への見学旅行：
近隣の国の動物園。

動物とのふれあい：
チンチラ、イヌ、トカゲ、ヘビ、リク
ガメ、ウサギ、テンジクネズミ、マウ
ス、ピグミーゴート、ラット、無脊
椎動物

飼育者の清掃と準備：
家畜とペット動物。



人々の好奇心、能力、学習意欲は本物の参加型体験の中で刺
激されます。観客が自ら発見し、学ぶことができる自由選択の
学習機会は、オンサイト、オフサイト、オンラインでの保全教育
の経験を通して利用できるべきです。場内、場外、オンラインで
の保全教育において、自由選択型の学習機会を提供すべきで
す。保全教育への積極的かつ多世代にわたる参加を促進する
ために、実際に手を動かして体験することが必要です。これらの
つながりのある体験を通して、動物園水族館は、種と自然界に
対する畏敬の念、驚き、そして保全者としての感覚を観客に与
えるよう努力しなければなりません。種と自然界に対する畏敬
の念、驚き、そして保全者としての感覚を刺激するように努めな

ければなりません。
保全教育は、個人的、社会的、文化的背景の多様性の枠組みと
特徴を意識して、注意深く構成され、観客に適したものでなけ
ればなりません。
これらの違いは観客が種と自然界をどのように反応、経験、認
識するかに影響します。保全教育は、人々の学習方法の範囲と
観客のニーズの多様性を認識する必要があります。
知的にも文化的にも包括的で、地域に適した構造になっていな
ければならず、観客が現実の文脈の中で、関連する問題を通し
て学習を位置づけられるようにしなければなりません。

参加型体験

・

ケーススタディ

動物園でのバイオ・インスピレーシ
ョン教育プログラム：生涯にわたる
科学と環境学習のために

バイオ・インスパイアとは、生物学的原理を持続可能
な開発における人間の課題に適用する学際的な方
法論です。イスラエルのSafari Ramat Ganでは、大人
向けのバイオ・インスパイア教育プログラムにおい
て、屋外での手と頭と心を使った学習方法を用いて、
さまざまな人々に科学、環境、保全に関心を持っても
らっています。コースのなかで、参加者はエンジニア
やデザイナーにインスピレーションを与えた生物に
ついて学び、動物を観察し、可能な限り直接触れ合
う。例えば、キリンに手で餌をやりながら、循環器系に
ついて学んだり、キリンの硬い皮膚からヒントを得て
宇宙飛行士用のスーツを作ったという事例もありま
す。

テクニオン大学科学技術教育部の研究によると動物
園でこの複雑なアイデアに焦点を当てることで、大人
は科学、技術、持続可能性に関する新しい知識を学
び、思考スキルの伝達を向上させ、自分の生活での
実践に取り組むことができる。また、参加者は、環境
的・社会的態度の変化を自己申告しました。
バイオ・インスパイア教育は、大人のための科学、技
術、社会、保全教育の架け橋となり、動物園を“創造的
なアイデアのための思考スキルラボ“に変えます。

コーン・スネーク（Pantherophis guttatus）の
動きを観察しながら、テクニオン大学のALON 
WOLF教授らが生物学的に設計した
ヘビ型ロボットについて学ぶ
© DR GILLAD GOLDSTEIN,  
SAFARI RAMAT GAN

世界動物園水族館協会保全教育戦略
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一緒に行こう：
カワウソの保全と金門市の神文化

子供たちはカワウソの絵柄の紙製リングハットをかぶっています。
© 台北動物園

カワウソの保全と金門市の神々の文化は、全く異なるテー
マのように見えますが、今では一緒になっています。台湾の
台北動物園は、金門（台湾に近い島）と協力して、民俗文化
と生態系保全を融合させた保全プロジェクトや教育活動を
行っています。
金門のユーラシアカワウソの保全は、徐々に金門の民俗文
化祭の主要な話題の一つになってきました。台北動物園
は、人々を祝福するだけでなく、絶滅危惧種を愛する金門
市の神を地元の人々が崇めることで、人々がカワウソを認
識し、価値を見出す簡単な方法を見つけました。宗教的な
イベントでは、あらゆる年齢層の人々が集まってお祝いした
り、礼拝したりします。この時、いたるところでカワウソの写
真が見られるようになり、金門のカワウソの希少性と、彼ら
が直面している生存の危機が理解されるようになりました。

変革する保全教育
変革的学習とは、単純な知識の習得を超えた深い
理解のプロセスです。動物園や水族館では、変容学
習の要素は、種や生態系、人類の持続可能な未来に
関連して、観客が意識的に自分たちの生活を意味づ
けるための新しい方法をサポートすることができま
す。
変革型学習の要素を保全教育に組み込むことで、深
く価値のある有意義な体験を育むことができます。
体験的で内省的な学習の機会は、観客が参加し、
討論し、議論し、批判的思考のスキルを身につけて、
より深い環境保全の選択をすることをサポートしま
す。生物多様性の保全は複雑で多次元的なもので
あるため、動物園水族館は、生物多様性、環境、保全
のための社会的変化をさまざまな視点から探求する
アプローチと方法を用いるべきです。これには、自然
科学、社会科学、先住民族科学、技術、芸術、言語、そ
して人文科学が含まれます。公平で有意義な複数の
機会を設けることで、観客は様々な形式で伝えられ
る豊かなコンテンツに触れることができます。

言語と音律
メッセージやコンテンツの言語、音律、構成は、望ま
しい保全、社会、教育の成果と同様に重要である。あ
る種の言葉や経験は他のものよりも人々を鼓舞し、
動機づけし、動員します。動物園水族館は、教育の伝
統である「定義して説明する」という教訓的な方法を
超えて、説得力のある物語を作ることに焦点をあて
なければなりません。スタッフとボランティアは強力
な保全の解説者に進化するようにサポートされるべ
きです。スタッフやボランティアは、わかりやすい言
葉、積極的な対話、そして重要なコンセプトとつなが
りをもたせた創造的なコンテンツを用いて観客とつ
ながるべきである。
重要な概念や行動を翻訳し、視聴者に結びつける
創造的なコンテンツを用いて視聴者とつながるべき
です。

第4章
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最適化
保全メッセージの否定的な枠組みは最初の注目を集めるかもしれ
ませんが、望みもなく、この否定的なメッセージはすぐに観客を圧
倒し、無力感を感じさせ、参加意欲を失わせてしまいます。保全教
育を通して、動物園や水族館は観客に希望、楽観主義、決意を植え
付けることを目的としなければなりません。それは急速に変化する
地球の現実についての話を排除するということではありません。
生物多様性に対する緊急の脅威を明らかにすることと、個人やグル
ープがどのように変化をもたらすことができるかを示す建設的な物
語との間で、適切なバランスをとることを意味しています。このよう
な最適化の行程に不可欠なのは、動物園や水族館が種や生態系、
地域社会のために行っている成功例や積極的な貢献を明確にする
ことです。

品質
動物園水族館における保全教育では、品質と一貫性に努めること
が重要です。これを達成するためには、すべての保全教育が明確な
目的と測定可能な学習成果を持つように、系統的で厳密な計画プ
ロセスが必要です。これには、科学的事実と理論に基づいた正確
で関連性のある情報を用いて内容を作成し、保全教育の介入を実
施するための効果的な戦略を用いることが含まれます。重要なこと
は、保全教育は、品質、価値を確立し、最終的に保全教育の効果と
影響を評価するために、適切な監視、調査、および評価の道具と技
術を必要とすることです。

世界動物園水族館協会保全教育戦略

理論的考察
動物園水族館は、保全教育のさまざまな側面に関連する理論
的枠組みの機構と意味合いについて熟知し、理解しなければ
なりません。理論とは、体系、概念、定義、発想を用いて、特定
の変数と文脈のもとで、何が起こるかを説明し、予測すること
です。
動物園水族館での保全教育の枠組みに関連するのは、人々
がどのように学習し、遊び、活動や相互作用を通じて意味を
構築するか、もしくはさまざまな学習の文脈を考慮した、さま
ざまな教育理論です。
社会生態系理論のような学際的・横断的な枠組みは、個人が
他の人々や動物、環境とどのように相互関係を築いているか
を探るのに有効です。いくつかの社会理論や行動理論は、保
全のための社会的変化を理解し推進するのに適しています。
これらの理論は、人々がどのように、そしてなぜ特定の方法で
考え、感じ、行動するのか、動機となる要因と影響、そしてこれ
らの理論模型を適用することでどのように態度、行動、意思決
定に影響を与えるのかという基本的な要素を理解するために
さまざまな視点を用いています。動物園水族館は、意図した
成果と影響を達成するために、計画と内容の設計、提供、評価
について情報を提供し、それを支えるために、さまざまな理論
的考察を用いるべきです。
動物園水族館は、意図した成果と影響を達成するために、計
画と内容の設計、提供、評価について情報を提供し、それを支
えるために、さまざまな理論的考察を活用しなければなりま
せん。

ケーススタディ

テクノロジーを駆使して、
観客は世界を旅する

スコットランド王立動物園協会（RZSS）では、仮想現実（VR）やその他の学習技術
を保全教育に取り入れています。VRを使用することで、音楽、クリエイティブ・ライ
ティング、コンピュータ・コーディングなど、一般的に動物園とは関係のないテー
マでもセッションを行うことができます。
この作品のハイライトは、エジンバラ動物園の没入型教室です。270度のプロジ
ェクション、照明、香り、風、そして完全な双方向のやり取りを用いて、完全に包み
込まれるような体験を作り出しています。この教室では、観客は動物園に行っても
見ることのできない場所やシナリオを体験することができます。一般には見るこ
とのできない動物たちの空間、世界的な保全プロジェクト、動物園の動物たちが
自然の中で得たさまざまな環境などです。
これらを体験することで、学習者はより印象的な経験をし、RZSSの活動をより深
く理解することができ、保全活動への共感が深まります。

RZSSエジンバラ動物園で、仮想現実（VR）を使って動
物たちの野生の環境を体験する子どもたち。© RZSS
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課題
保全の人間的・社会的側面は絶えず変
化しています。人間の人口は急速に増加
し、都市化が進み、新しい環境問題が発
生し、技術的な発展が続いています。動
物園水族館は、人間と種の保全に関連
した将来の潜在的な問題や課題につい
て、一斉に水平線を見渡すように努力し
なければなりません。
このように未来に焦点をあてることで、
動物園や水族館が保全教育のプログラ
ムや内容を修正し、新たな筋書に対応
することができます。

他の課題としては、観客の希望を壊すこ
となく、真剣な保全と環境の声明をどの
ように伝えるかということです。
もう一つの課題は、観客に楽しい社会的
経験を提供しながら、どのように保全教
育の成果を達成するかです。これらに対
処するために、動物園や水族館は創造

的に考え、機敏に行動し、勇気をもって
革新的な導入と方法をとらなければな
りません。

技術の利用は、もう一つの課題であり、
探求すべき胸躍るような機会でもありま
す。
技術を通して、観客は新しい方法で自然
を体験することができ、複雑な保全と環
境問題を視覚化して説明することがで
きるようになります。
最近の技術の進歩は、種と自然界に対
する希望、回復力、行動の展望を共有す
る人々の間に、包括的なつながりをもた
らす能力を提供します。
将来の焦点として、動物園や水族館はこ
のようなデジタルな変化をどのようにし
て起こすかを検討しなければなりませ
ん。
動物園水族館は保全教育の一環とし
て、観客が日常的な技術を使うことを擁
護しなければなりません。

動物園水族館は、意図した社会的変化
と保全の成果の範囲にさらに貢献する
ために、新たな技術の革新と実験を行う
べきです。

保全教育のための導入と方法を決定す
る上での課題は、対象となる人々の世界
的な違いと、内部と外部の統治構造の
違いから生じます。
また、世界的に見ても、支持の水準に違
いがあり、国によっては証拠に基づく保
全に積極的に反対するところもありま
す。
このような状況は、環境と保全の問題を
伝える上で問題となります。
動物園水族館は、これらの課題を軽減す
るために観客と協力し、それぞれの文化
的、社会的文脈の中で意志の疎通を図
り、協力していくことに努めなければな
りません。

実践・理論・研究・革新モデル
研究、実践（活動や計画）、理論、革新の間の機敏で積極的な帰還関係は、質の高い保全教育を確保するのに役立ちます。この包括的
手本は、保全教育のさまざまな焦点分野について考える戦略的な方法です。この手本は、実践-研究-理論の三者がどのように相互作用
し、保全教育の成果、効果、影響に総合的に貢献しているかを視覚化するのに役立ちます。革新を中心的な構成要素とすることで、理
論、斬新な研究、革新的な学習実践を構築するための新しい考え方を支援し、保全のための行動や社会的変化を促します。

保全教育における理論、実践、研究、革新の相
互関係を示す図。(Thomas, S 2020-informed 
by Hoy, W. K. and Miskel, C. G. 2013)
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私たちのなすべきことは、
動物を尊重し、人間の管理の下で
動物が受ける高水準の福祉を実証する
保全教育技術を開発することです。

私たちのなすべきことは、
質の高い保全教育を通じて、
動物園や水族館に対する観客の
肯定的な認識を高めることです。
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保全教育における
動物の管理と
福祉の統合
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自然界とその生物多様性を守るための敬意と
欲求を喚起するために、驚きと不思議さを育む。
© RÉSERVE AFRICAINE DE SIGEAN



推奨事項
• 動物園や水族館は、動物と観客の相互作用に関するWAZAま

たは地域のガイドラインに従うべきです。
• 動物園や水族館は、観客に動物管理の原則を伝え、彼らの園

館がどのようにして、飼育している種の高い福祉基準を達成し
ているかを示すべきです。

はじめに
動物園や水族館は、初期の動物園スタイルのコレクションから飛
躍的に進化してきました。現在、動物園や水族館は、種の管理、
動物福祉、保全科学、保全教育、研究、そして持続可能性におい
て優れた成果を示す保全組織としての地位を確立しています。
動物園や水族館が継続的に努力しているにもかかわらず、動物
園や水族館が何をしているのか、観客の理解には根本的な食い
違いがあります。保全教育はこのような知識のギャップを埋め、
観客が動物園水族館の強力な擁護者となることを支援しなけれ
ばなりません。
保全教育は、動物の健康、管理、福祉に関する機構、枠組み、法
律の遵守、運営過程を理解するのに役立ちます。
さらに、動物園水族館をベースとした種の保全の原則を説明
し、IUCNのワンプランアプローチのような取り組みを通して、人
工飼育と域外保全がどのように共通の目標をもっているかを説
明することができます。
この章では、保全教育に関連する動物の管理と福祉の2つの側
面について議論します。

一つ目は、動物が保全教育プログラム、活動、観客との交流に
どのように関わっているかについてです。
二つ目は、動物園や水族館がどのように動物を管理し、種の保
存に貢献しているかをどのように伝えるかについてです。

動物と対話型の
環境教育体験
観客や地域社会との密接な関係の中に動物を組み込む方法
は、世界各地で大きく異なっています。
これらの交流のための標準的なアプローチを推奨することは、
この戦略の範囲を超えています。
しかし、どのような場合でも、動物園や水族館は、観客が飼育し
ている種とどのように交流しているかを注意深く調べる必要が
あります。動物園や水族館は、保全教育の内容にかかわらず、
動物の福祉が常に重要な関心事であり、動物が繁栄しているこ
とを示すことができなければなりません。
保全福祉とはWAZAの野生生物への配慮の中で使われている
用語で、保全目的を達成すると同時に、動物福祉に積極的な状
態をサポートするものです。
ここでは、保全教育の成果を達成しながら、肯定的な動物福祉
状態をサポートするフレームとして、「教育福祉」という新しい
用語を提供します。
教育福祉を確実に達成するために、保全教育は適切な動物福
祉評価の枠組みをその活動に組み込む必要があります。
動物と訪問者の相互作用に関する2020年WAZAガイドライン
は、既存の地域の動物訪問者ポリシーを補完し、これらの経験
のためのより詳細で優れた実践のための推奨事項を示してい
ます。
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教育担当のクラウディア・リチャーズと健康安全アドバイザーのリン・ローリーは、TRAFFICと協力して、
野生生物の違法取引をなくすために活動しています。© ウェリントン動物園



ケーススタディ

アンバサダー動物プログラムでは、
選択、制御、そして家にいるという
選択肢が福祉を支へています

アメリカのリンカーンパーク動物園では、動物を使ったすべての保
全教育プログラムにおいて、動物の福祉を優先しています。
そのために、動物はプログラムの間、本来の場所にとどまり、参加
するかどうかの選択肢を与えられます。
2019年、同動物園はこの基準を満たさないプログラムを段階的
に廃止する一方で、基準を満たす新しいプログラムを試験的に導
入しました。
新しいプログラムのひとつが“ニワトリたちに餌を与える“です。
このプログラムでは、最大15人のゲストがニワトリ舎の外のエリア
に入り、ニワトリ舎のフェンスにあるポートから設置できる特別な
給餌器を使ってニワトリに餌を与えることができます。
動物園の動物福祉科学プログラムの科学者がニワトリの福祉を評
価した結果、このプログラムを提供しても福祉の行動指標の変化
とは関連しないことがわかりました。
これは、動物の選択を優先し、動物のいる場所で行われるプログ
ラムは、福祉を損なう可能性が低いという考えを裏付けるもので
ある。

シカゴのリンカーンパーク動物園で行われた
“ニワトリたちに餌を与える”プログラムに参加
する来園者たち
© AMANDA BERLINSKI

ケーススタディ

ハッピーアニマルズ：
動物福祉の5つの領域で
観客を魅了する

ニュージーランドのウェリントン動物園では、動物が健康で幸せに
過ごせるよう、「動物福祉の5つの領域」を適用しています。このモ
デルでは、動物の行動や生理的な要求を考慮しながら、動物の身
体的な健康状態と、感情や精神状態を評価します。
ウェリントン動物園は、動物福祉が動物園の最優先事項であるこ
とを来園者に理解してもらい、動物たちが最高の管理を受けてい
ることを確信して帰ってもらいたいと考えています。
5つの領域に基づいて設計・設置された立体キューブは、動物園
全体で行われている動物管理活動を紹介しています。
これらのカラフルなキューブは、来園者が彼らと交流できるように
なっています。
動物福祉のビジターエクスペリエンスを拡大し、特定の動物の生
息地に短いビデオを設置して、動物園がどのように飼育動物の成
長を支援しているかを来園者に伝えています。

オマキザルの生息地の反対側にある
HAPPY ANIMALSのキューブの写真。
© WELLINGTON ZOO 
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動物の管理、健康、管理、
および福祉に関する
保全教育
保全教育では、動物園や水族館が行っているさまざまな活動に
ついて、観客の知識や理解を深め、積極的な態度をとることを優
先しなければなりません。
動物園水族館は、動物の健康、飼育、行動、訓練にかかわる科学
と研究を観客に伝えるべきです。
これは、動物をどのように飼育し、餌を与え、輸送し、豊かにし、訓
練し、健康管理を行っているかなど、動物の管理に関する魅力的
な話を盛り込むことで達成できます。そのためには、動物をどの
ように飼うか、餌を与えるか、輸送するか、豊かにするか、訓練す
るか、健康管理をするかなど、魅力的な内容を組み込むことが必
要です。
観客は、動物園や水族館の動物に関する福祉、倫理、権利の範囲
と違いを理解するための補助が必要かもしれません。
積極的で証拠にもとづいた情報を提示し、適切で透明性のある

議論の場を作ることは、時に論争の的となる動物園や水族館の
これらの要素について、視聴者の理解と好意的な態度を育む
のに役立ちます。
動物の要求を福祉や管理の過程とともに説明することで、動物
園や水族館は観客が動物や自然界に対して尊敬、共感、そして
前向きなつながりを持つことを促進することができます。
WAZAの野生動物への配慮戦略に記載されている動物福祉の
5つの領域は、動物福祉を評価するための証拠に基づいた枠
組みで、動物は否定的なものから肯定的なものまでさまざまな
感情を経験することを認識しています。
最初の4つの領域である栄養、環境、健康、行動は、一連の基
準を用いて評価し、情報を提供し、5つ目の領域である精神状
態／健康で肯定的な経験が起こっていることを示すことに貢献
します。
動物園や水族館は、この枠組みを保全教育の中で使用するべ
きです。

ラマトガン　イスラエル © RAMAT GAN SAFARI



保全教育と
種の行動計画
施設の“コレクションプラン”にどの種を含めるかを計画するこ
とは不可欠です。
多くの種が動物園や水族館にいる理由として教育的な理由で
タグ付けされているように、保全教育は不可欠な役割を果たし
ています。しかし、動物園や水族館は、収集計画の中で“教育”と
いう言葉を一義的に使用するのではなく、より有益なアプロー
チをとるべきです。
より有用なアプローチは、保全教育の多くの目的を反映したい
くつかのサブカテゴリーを作成することです。
カテゴリーには、観客の知識や理解を助けるもの、共感を得る
もの、実用的で個人的なスキルの向上を促すもの、保全のスト
ーリーを伝えるもの、環境保全行動や持続可能性を促すものな
どが含まれるが、これらに限定されるものではありません。
コレクションプランで保全教育のカテゴリーを使用することは、
動物園水族館で種が果たすことのできるさまざまな保全教育
の役割を強化し、さらに説明するのに役立ちます。重要なこと

動物福祉の5つの領域の図
動物福祉を理解するための5つの領域モデルは、身体的・機能的要素と精神的要素に分けられ、内的・外的条件がどの
ように負（嫌悪）と正（快さ）の主観的経験をもたらし、それらの総合的な影響が動物の福祉状態を生み出すかを例示し
ています。

ケーススタディ

© 世界動物園水族館協会：野生動物への配慮
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は、保全教育の専門知識をもったスタッフが計画プロセスに積
極的に参加し、種の専門家と協力してコレクションプランの教
育的要素を開発することです。
動物園や水族館の活動を示す上で重要なのは、動物福祉と種
の保存のための人工飼育と人工飼育の取り組みを結びつける
ことです。
保全計画専門家グループ（CPSG）とIUCNのワン・プラン・アプ
ローチの活動は、保全計画に対する統合的なアプローチを構
築することに努めています。
これは、さまざまな種の包括的な保全計画を提供し、生息域と
域外の個体群管理のギャップを埋めるのに役立ちます。
保全教育を通して、動物園や水族館は、動物園や水族館で種
を扱う人と、野生の個体群を直接扱う人との関係を構築しなけ
ればなりません。
メッセージは、動物園や水族館が、生息域外の個体群管理に
役立つ生存可能な個体群を形成するために、国際的、地域的
な生息域内の個体群管理にどのように関わっているかを説明
しなければなりません。



ケーススタディ

動物のために学び、考え、話し合い、
そして働く。
充実した体験活動

日本モンキーセンターでは、動物福祉向上の一環として、環境エンリ
ッチメントを用いた保全教育活動を行っています。
この活動では、参加者は対象となる動物を観察し、その動物の野生で
の生態を学び、飼育環境を豊かにするにはどうしたらよいかを話し合
います。
飼育係が許可した安全なアイデアであれば、参加者は一緒になって
そのアイデアを実現します。
これまでにも、参加者が実現したアイデアはたくさんあります。
例えば、キツネザルのために虫のエサを作る、テナガザルのためにエ
サを高いところに置く、ゴリラのために竹で風鈴を作る、などです。
このような活動を通して、参加者は動物に対する共感と責任感を積極
的に学びます。
また、動物園の役割や動物福祉への取り組みについても理解を深め
ることができました。

参加者が作った餌をワオキツネザルに与える
© 日本モンキーセンター
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ケーススタディ

“フクロウ探検隊”は、ブラジルのベロオリゾンテ動物園
で行われている教育活動で、ネコ科動物（トラ、ライオ
ン、ジャガー）、オオカミ、バク、アリクイ、オマキヤマアラ
シなどの夜行性動物をグループで見学します。
また、夜の動物園では、動物園が開発した動物福祉プロ
グラムによって、動物たちがどのように管理されている
かを学ぶことができます。
対象となるのは家族や学生です。
この活動では、動物たちが、その日の夜に動物たちのた
めに用意された環境改善アイテムと触れ合う様子を見

動物園の動物福祉プログラムについて学ぶ教育活動

夜行性動物の習性を発見する。
© Belo Horizonte Zoo

ることができます。
この活動は主に満月の週に行われます。
この活動は、生物学者や獣医師、動物園管理者、教育者
によって行われます。
この活動が始まって以来、毎年300人が参加しています
が、評価では満足度が非常に高く、動物の管理や福祉
について学ぶことができたと評価されています。
誰もが、伝えられた情報を素晴らしい学習体験と考え、
この活動を友人に勧めています。

課題
動物園水族館は、動物の管理と福祉、保
全、そして教育的、科学的、持続的な成
果を上げるために絶えず活動していま
す。
このような貢献にもかかわらず、動物園
や水族館が行っていることと、観客が考
えていることとの間には明らかな断絶が
あります。
動物園や水族館に否定的な印象をもっ
ている人のなかには、種の世話、動物福
祉、保全、持続可能性、保全教育におけ
る動物園や水族館の役割について十分
な証拠を与えられれば、より肯定的な態
度をとるようになるかもしれません。
しかし、証拠を提供しても他の人の見方
を変えるとは限りません。

動物園や水族館に対する一般の人々の
認識は、重要な課題であり、保全教育の
機会でもあります。
今後の焦点として、動物園水族館は、人
間が世話をしている動物や、動物園水
族館について観客がどのように考え、感
じているかをもっと理解する必要があり
ます。
観客の認識とその認識の証拠をよりよく
理解することで、動物園や水族館は誤解
に対処するための情報を得ることがで
きます。
動物園水族館は、生物多様性保全のた
めの強力で生産的な主導的組織として
再構築することができます。そのために
は、動物福祉と域内外の保全を推進す
るために多大な貢献をしていることをも
っと積極的に話す必要があります。

動物園や水族館は勇気をもって、人間
が世話をしている種に対する一般の人
々の認識を変えるために、実用的で透明
性のある一貫したメッセージを用いて、
現在の、そして潜在的な視聴者との幅広
い議論を含めた対話をリードしなけれ
ばなりません。
良い動物園や水族館の特徴を大胆に、
多様に、そして効果的に伝えることで、一
般の人々の態度に影響を与え続けるた
めのアプローチを開発しなければなり
ません。
動物園水族館の世界的なコミュニティ
が、種と生態系の持続可能な未来を築く
ために、保全における社会的変化の大
きな力となっていることを実証します。

ブラジルのオマキヤマアラシ
© BELO HORIZONTE ZOO
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私たちのなすべきことは、
動物園や水族館の観客が、
生物多様性や環境、保全に関連する
問題に対して行動したり、
主張したりすることを促進し、
動機づけ、動員することです。

第6章
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保全教育における
保全と持続可能性の
優先順位付け

動物園のゲストに野生動物保全のメッセージを伝える
ズー・クルー・ティーンズ © ヒューストン動物園
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推奨事項
• 動物園水族館での保全教育は、保全問題を観

客自身の生活に関連させ、種や生態系、地域社
会にとって良い変化をもたらすための直接的、
間接的な行動を人々に促すものでなければな
りません。

• 動物園や水族館は、自分たちの園館がどのよう
にして保全に直接的、間接的に貢献しているか
を示すことによって、自分たちの保全と持続可
能性の仕事について観客を教育しなければな
りません。

はじめに
保全や環境問題は、科学、政策、経済、そして人間
の要素が融合したものです。
そのため、種や生態系と同様に、人間とその行動
にも大きく関わっています。
保全教育は、緊急かつ複雑な保全・環境問題に対
する行動上の解決策を推進する社会運動を促進
する機会を優先すべきです。
環境保全の行動をとるように視聴者の社会的変
化を動機づけ、動員し、彼らに保全擁護者となる
力を与え、急速に変化する環境の中で彼らが楽観
的であり続けることを支援することは、保全教育に
とって重要です。
保全教育の取り組みを通して、動物園や水族館の
観客は、現在、種や環境、社会が直面している複雑
な問題についてもっと知り、理解しなければなりま
せん。
彼らはこれらの問題に関心を持ち、親近感を持ち、
環境保全の行動をとるように動機づけられ、また
広範な保全擁護と集団行動の一部となるべきで
す。
また、国連の持続可能な開発目標を認識し、種や
生態系、コミュニティの持続可能な未来の構築に
どのように関わることができるかを理解している
必要があります。
また、保全や環境問題の社会的・文化的側面を認
識し、以下のことを意識してください。
文化の多様性を維持することは、生物多様性を維
持することにつながります。

動物園水族館に関連する環境と保全問題を以下に列挙します。
これらには、下記の項目が含まれますが、これらに限定されるも
のではありません：

生物多様性の損失
大量絶滅、個体数減少、野生生物の違法・合法取
引、狩猟・密猟、ブッシュミート取引、違法ペット取
引、受粉媒介者の喪失、外来種、伝統的医薬品など。

気候の緊急事態
例えば、気候の変化が人や野生動物、自然環境に与
える影響、地球温暖化の科学、気候変動を否定する
人々など。

天然資源の利用と使いすぎ
乱獲や大量の食肉生産など。

海洋と淡水の保全
海洋保全区の重要性や、海洋酸性化など。
海洋と淡水の健全性は、生物種と人間双方の健康
に不可欠です。

汚染
プラスチック、ポイ捨て、風船、マイクロプラスチッ
ク、水質汚染など。

森林破壊
国内外での生息地の喪失、パーム油などの農業や
単一種栽培が種や生息地に与える影響など。

人間の健康と権利
家族計画や自主的な人口抑制、
人と動物の共通感染症（ズーノーシス）、
人権と植民地主義の保全など。

野生生物や環境と人間の関わり
例えば、人間と野生動物の対立、責任あるエコツー
リズム、人間による野生動物の搾取（例：写真の小
道具としての霊長類）、家畜と野生動物の対立（例：
飼い猫や飼い犬による野生動物への影響）など。

持続可能な解決策
例えば、代替エネルギー、肉の消費量削減、持続可
能な漁業、有機物資材、発生抑制・再利用・再生利
用、輸送習慣の変更、生態系サービスなど。

世界動物園水族館協会保全教育戦略
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ケーススタディ

保全教育を通じた域外と
域内のつながりの強化

ウガンダ野生生物保全教育センター（UWEC）は、マカナガ湿地帯で生物
多様性保全・啓発プログラムを実施しています。
人間の侵入によって危機に瀕していたこの湿地は、ウガンダのビクトリア
湖に隣接する広大な湿地帯の一部です。ここには、絶滅危急種であるハシ
ビロコウ（Balaeniceps rex）が生息しています。その他の対象種としては、
ホオジロカンムリヅル（Balearica gulorumgulorum）、
クラハシコウ（Ephippiorhynchus senegalensis）、
ノドブチカワウソ（Hydrictis maculicollis）、
アフリカジャコウネコ（Civettictis civetta）、
シタツンガ（Tragelaphus spekii）などが挙げられます。
2013年に生物多様性保全・啓発プログラムが開始されて以来、湿地の劣
化は減少し、その完全性は回復し、野生生物はコミュニティと調和して存
在しています。
このプログラムでは、コミュニティの意識を高め、管理計画を策定し、ツア
ーガイドの訓練を行いました。これにより、エコツーリズム企業、学校の野
生生物クラブ、再緑化プロジェクトが可能になりました。
地元の宝物が記録され、教材が配布され、いくつかの種がUWECでリハビ
リされ、湿地に戻されました。

IZEワークショップのアフリカからの参加者が
マカナガ湿地を訪れ、ガイドを受けている様子。
© UWEC 

保全と
環境問題
種や生態系、コミュニティに影響を与える問題
の多くは、複雑で抽象的です。
保全に関連性を持たせ、文脈に沿って説明する
ことで、それぞれの問題がどのように自分に関
連しているかを理解することができます。
利害関係者や特定のプロジェクトなど、問題の
背後にあるストーリーを図解することで、観客
はつながりを見つけ、意味を理解し、問題や解
決策を自分の世界の文脈の中に置くことができ
ます。動物園や水族館が保全教育を通して焦点
をあてることができる保全や環境問題はたくさ
んあります。動物園や水族館がどのようなことに
焦点をあてるかは、場所、文化、観客、そしてそ
れぞれの問題が園館とどのように深く関連する
かによります。

ケーススタディ

風船ではなくシャボン玉：
野生動物にとって複雑な問題を
解決するための簡易な行動

When Balloons Flyは、風船の廃棄物が野生動物に与える影響をなくすた
めに、地域社会の活性化を目的とした共同キャンペーンです。
調査によると、風船は海鳥にとって最も致命的な海洋ゴミであることがわ
かっています。オーストラリアのヴィクトリア動物園は、家族内だけでなく、
企業や学校、地方議会などとの社会的なムーブメントを起こすことを目指
しています。2017年以降、23万人以上の来場者が屋外で風船の代わりに
シャボン玉を使うことを公約し、300以上の地元企業が屋外で風船を使わ
ないことを約束しています。このキャンペーンは、プラスチックという大き
な問題について、身近で楽しい方法で議論を始めるという重要な役割を
担っています。このキャンペーンは、ヴィクトリア動物園の持続可能な旅に
コミュニティを参加させるためのプラットフォームとなります。ヴィクトリア
動物園は、ごみをゼロにする運動を行っている組織であり、可能な限りの
使い捨てプラスチックを組織から排除しています。

メルボルン動物園の来場者は、屋外イベントで風船ではなくシャボン玉を使うという
公約を書いてもらいます。© ZOOS VICTORIA
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保全教育と持続可能性
動物園水族館の今後の優先事項は、国連の持続可能な開発目
標やWAZAの私たちの地球を守ろう戦略の中の関連する推奨
事項など、世界の生物多様性目標を補完するために保全教育
を調整することです。
持続可能な開発のための教育への認識を高め、すべての人が
より持続可能な生活をするために努力するように動機づけ、環
境保全のための行動を保全の成果に結びつけることが基本的
に必要です。
保全教育は、地域からより広い世界的な文脈まで、持続可能性
のテーマを含むべきです。これには、水産物、パーム油、輸送、
プラスチック、その他の日常的な資源使用に関する消費者の行
動選択に関する問題を取り上げることが含まれます。

また、持続可能な未来のために、消費者がどのようにして強力
な集団的社会運動を起こせるかという情報とのバランスをとる
必要があります。
このようなアプローチは、視聴者が日々のより良い選択や社会
的に持続可能な活動を行うことで、持続可能性の要素を生活
に取り入れることを助けます。
動物園や水族館は、”約束を実行する“必要があります。
観客がより持続可能な生活様式を採用し、持続可能性をサポ
ートするために、よりよい決断をすることを奨励するのであれ
ば、動物園水族館は自らの持続可能性の問題に取り組み、可能
な限り持続可能であることでリードしなければなりません。
動物園水族館は、様々なアプローチを通して、持続可能性がい
かに種の存続と社会の未来への鍵となるかを示すよう努力し
なければなりません。

ケーススタディ

Conservation Water Guardians：
メキシコ、グアダラハラの農村と
都市のコミュニティにおける
水の保全に関する教育プログラム

“Conservation Water Guardians Meeting”は、14年前から行わ
れている包括的な教育プログラムで、1,000人以上の生徒が参
加しています。
10km歩いて水資源を手に入れる子どもたち、町に水があっても
汚染されている子どもたち、家で蛇口を開けて簡単にきれいな
水を手に入れる子どもたちが、毎年1週間ずつ集まります。
ハリスコ州の40の農村部、都市部、視覚障害者の子供たちが、プ
ログラム期間中、メキシコのグアダラハラ動物園で生活します。
彼らは水の保全を行う科学者と出会い、深刻な問題について議
論し、自分たちのコミュニティの水の保全のために実行可能な解
決策を分析、議論、提案します。
このプログラムでは、人間の日々の活動、不可欠な生態系サービ
ス、そして種の生物学的プロセスを結びつける基本的な内容に
焦点を当てています。
このプログラムは、保全教育、研究方法、スタッフやコミュニティ
との交流を結びつけ、グアダラハラ動物園とメキシコの優先的
な保全目標を強化します。

© ミルカ・カマチョ／水保全ガーディアンズ・
ミーティング・プログラムのコーディネーター、
アルトゥーロ・チャベス・ヴェラ／Zoológico 
Guadalajaraの教育部門
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“未来を植える”で行われた水辺の森の活動
© サンパウロ動物園 

動物園の水処理施設を見学 ©サンパウロ動物園

ケーススタディ

サンパウロ動物園（ブラジル）では、NBR ISO 14.001で認証
された環境マネジメントシステム（EMS）に基づいて、2種類
のガイド付き見学コースを設けています。
1つ目は専門学校生や高等教育機関の学生を対象としたも
ので、環境管理に関連するいくつかの概念や実践を取り上
げています。
小学生と高校生を対象とした「未来を植える」では、動物園
が環境への影響を最小限に抑える「モデル都市」として描
かれています。
この訪問では、参加者は都市の成長をシミュレートしたモ
デルを組み立て、動物園の下水・浄水場や一部の動物の囲
いの中で採用されている清掃方法について学びます。
このようにして、参加者は、現代の都市に共通する問題に対
処するためのより適切な選択肢や、自分の行動について考
えるようになります。
このような活動は、EMSが動物園のエコロジカル・フットプ
リントを削減するだけでなく、持続可能性についての議論
にも大きな可能性を秘めていることを示しています。

未来を植える：動物園におけ
る持続可能性の議論への道
筋
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課題
動物園や水族館での保全教育に保全や
幅広い環境問題に関するコンテンツを
組み込むことは、時に問題となります。
ほとんどの問題は複雑で、保全教育を行
う人が魅力的で、適切で、信頼される方
法で観客を巻き込むことは困難です。
問題は明確なメッセージに分解され、
解決策と楽観的な枠組みを組み合わせ
て、聴衆に変化をもたらすことができる
具体的な行動を提供する必要がありま
す。
多くの保全と環境問題は動物園や水族
館に関連しています。

どの問題を優先すべきか、どれだけの
問題に焦点をあてるべきか、対象となる
観脚にどのような伝達技術を採用すべ
きかを決めるのは難しいことです。
さらに、動物園や水族館の中には、他の
科学や保全組織と同様に、保全のため
の社会的変化を促進するための活動ベ
ースのアプローチに移行することを躊躇
しているところもあります。
未来の動物園や水族館は、現在進行中
の気候変動の緊急事態や地球温暖化、
種の保存や健全なコミュニティへの環
境的・社会的正義の関係などの複雑な

ケーススタディ

域内でのプログラムに直接影
響を与えるオンラインの市民
科学の環境を通じて、教師や
学生に保全研究に参加しても
らう。

米国のサンディエゴ動物園グローバル（SDZG）の人口
維持とコミュニティ参画の専門家は、北米各地の教師
や学生の協力を得て、アフリカのケニア北部に設置さ
れた100台以上のモーション・アクティベート・トレイ
ル・カメラで撮影された動物の識別とカウントを行いま
した。
これらの重要なデータは、SDZGの研究者が、様々な種

（野生種と家畜種）が1年の様々な時期に異なる生息
地をどのように利用しているかを理解し、現場での管理
戦略に役立てるためのものです。このオンライン市民科
学のワイルドウォッチ・ケニア・スクール・チャレンジに
は、SDZGが実施している保全科学教師ワークショップ
の卒業生を通じ、教師が招待されました。
このワークショップは、2泊3日の専門的な開発体験で、
教育者が自分のキャンパスに保全科学を持ち込むこと
を支援するものです。

地元の高校生は、ワイルドウォッチ・ケニア・スクール・チャレンジの
一環として、ケニア北部で撮影されたカメラトラップの画像を分類し、
サンディエゴ動物園グローバルの保全研究者の活動を支援しています。
©サンディエゴ動物園グローバル
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保全のテーマに対して、強力な擁護の姿
勢をとることをためらうべきではありま
せん。



ケーススタディ

気候変動の解説者としての
青少年ボランティアの育成

ユースクルーの気候解説者、イジー。
海洋哺乳類センターで家族に気候変動について説明しています。
© ADAM RATNER

高校生ボランティアを気候変動の解説者として活用すること
は、生徒自身のためになるだけでなく、動物と人間の両方が
直面している重要な保全問題について、地域社会に新たな
声と視点を提供することになります。
米国カリフォルニア州サウサリートにある海洋哺乳類の病
院・教育施設である海生哺乳類センターで、高校生たちは、
気候変動の科学に触れ、科学的に検証されたコミュニケーシ
ョン戦略の訓練を受けました。
これらの知識と技術を駆使して、解説ステーションでゲストに
気候変動が海生哺乳類に与える影響と気候変動緩和策につ
いて説明しました。
人前で話すスキルを身につけ、気候科学とコミュニケーショ
ンを専門とする青年ボランティアは、気候科学への理解を深
め、自己申告による環境行動を大きく改善しました。来場者に
とっては、これらの新しい解説ステーションでは、気候変動の
科学とストーリーを前面に押し出した体験型のアクティビテ
ィが提供され、気候変動に配慮した新たな行動の導入につ
ながりました。
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自然の中での体験 - 刺激的なつながり。
© パウロ・ジル・サンパウロ動物園



私たちのなすべきことは、
保全教育における訓練や専門的な
開発のための幅広い機会を提供し、
支援することです。
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他の言語を使って保全活動に取り組む - 
動物園での演劇的プレゼンテーション。

© パウロ・ジル・サンパウロ動物園



推奨事項
• 動物園または水族館は、必要な経験と資格をもった少なくと

も一人のスタッフが、保全教育計画を導き、実施する責任を
負うべきです。

• 動物園または水族館は、保全教育にかかわるスタッフとボラ
ンティアが、地域、国、地域、国際的な保全教育ネットワーク
と会議に積極的に参加することを支援します。

• 動物園または水族館は、保全教育計画の目的を達成するた
めに、適切な継続的専門能力開発と訓練を行い、保全教育
にかかわるスタッフとボランティアを支援します。

はじめに
保全教育にかかわる人々の能力を高めることは、動物園水族
館の基本的な責任です。
この戦略の中のテーマと推奨事項をサポートするために、すべ
てのスタッフとボランティアのために適切な専門的な開発に投
資することを最高レベルで約束する必要があります。
組織全体の個人は、保全教育の設計、実施、評価において、知
識を深め、技術を身につけ、自信を持てるような開発の機会を
得ることができます。
スタッフとボランティアとともに、動物園水族館は積極的な保
全支援者となるために観客の能力を高める機会を支援しなけ
ればなりません。
この支援は、動物や植物、種の保存に関わる仕事をしたいと思
っている人の保全科学の能力を高めることから、地元の野生動
物や地域社会、自然界のために自分の役割を果たしたいと思っ
ている個人やコミュニティに訓練の機会を提供することまで多
岐にわたります。

ケーススタディ

大人のための
保全教育訓練の
手段としてのボランティア組織

ボランティア育成プログラムCPRラ・アウロラ国立動物園
©ラ・アウロラ国立動物園

保全に関心を持つ教育者として、私たちは多くのプロ
グラムが子供を対象としていることを知っています。
また、子供が行動を起こすための力を得るには、通常
10年ほどかかることも知っています。私たちは、保全
活動のために10年を費やすことができるでしょうか？

ラ・アウロラ動物園（グアテマラ）のボランティア・プログラ
ムは、若年層以上（16歳からシニア）を対象としています。
このプログラムでは、自然史、動物園の重要性、保全、解説
スキルなどの分野で21時間の訓練が行われます。ボランテ
ィアプログラムは教育部門の一部であり、彼らの目標は訪
問者と動物を結びつけることです。年間約200人のボラン
ティアが訓練を受けています。そのうちの40％は6ヶ月以
上、中には何年もこのプログラムに参加しています。長年に
わたり、現場でのフィールド体験や訓練がプログラムに追
加されてきました。
これには、ビーチクリーンアップ、保全調査プログラムの学
習、野生生物保全活動への参加などが含まれます。
このプログラムは、大人が行動を起こすために必要な権限
移譲を確保するためのツールと知識を提供します。

世界動物園水族館協会保全教育戦略
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保全教育の範囲における最近のパラダ
イム・シフトは、人間とその行動をすべ
ての保全と環境問題の変化の原動力の
代理人として認めています。
したがって、動物園や水族館は、これら
の複雑な問題を観客に説明し、理解して
もらうために必要な知識、技術、自信を
スタッフやボランティアに身につけても
らうようにシフトしなければなりません。
これには野生生物への共感の築き方、
生態系や社会の変化を促すプログラム
の設計、保全教育の効果の測定方法な
どが含まれます。

これを行うために、動物園水族館は、ス
タッフとボランティアが、参加者と園館
の両方のニーズを満たす明確な発展的
成果をもつさまざまな活動、コース、専
門的なイベントに参加することを奨励
し、支援しなければなりません。

保全を成功させるための
能力開発

積極的な保全活動を行うチームを作る
ポルトガル・リスボン動物園の保全教育の強さは、チームの質と能力にかかっており、これは訓練から始まります。
訓練では、科学的知識、コミットメント、教育的戦略、コミュニケーションが動物園のビジョンとミッションに沿ってい
ることを確認します。
リスボン動物園では、初期の訓練と継続的な訓練の両方で、訓練－適用－評価の手法を採用しています。テーマ
は、動物学的、科学的、教育的な内容、コミュニケーション戦略とスキル、質問型会話、話術、演劇的表現、声と体の
表現力、さまざまな聴衆との交流、言語適応に分けられます。
評価パラメータ（0から5のスケール）は、すべてのテーマで使用されます。パラメータは常にチームメンバー全員で
話し合い、参加することで継続的な改善を促します。2019年、チームはすべてのパラメータで平均4.6を記録しまし
た。最も良かったのは聴衆との対話（4.8）で、最も改善が必要だったのはスピーチの構成（4.1）でした。
これにより、リスボン動物園は測定可能な進歩、熟練したチーム、そして強力で積極的な保全活動の支持者となっ
たのです。

リスボン動物園の保全教育チーム。 ©リスボン動物園

ケーススタディ
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ケーススタディ

デジタル動物園ベースの専門的な
開発ワークショップは、教師が動物園と
つながるためのオンライン学習の
機会を作ります。

米国野生生物保全協会（WCS）では、毎年1,700人以上の教師を対象
に、専門的な開発ワークショップを開催しています。
これらの教師向けコースは、教師のコンテンツ知識を高め、そのコンテ
ンツを教室で生徒に提供できるように準備することを目的としていま
す。
デジタルプログラムでは、教師は同期型と非同期型の両方の学習を経
験します。
ライブ授業では、WCSのインストラクターが展示スペースからライブス
トリーミングを行い、動物や研究スタッフの専門知識を提供します。教
師は自宅にいながら、WCSの施設を遠隔地から訪れ、動物たちと間近
で触れ合うことができます。
さらに、現場の映像やライブウェブカムなど、動物園のデジタルリソー
スを活用した、基準に沿った非同期のアクティビティを通じて、自分の
ペースで学習を進めることができます。
90％以上の先生方がコースの質を、素晴らしいまたは優れていると評
価し、95％以上の先生方が学んだことを自分の学校のカリキュラムに
取り入れるつもりだと答えています。

ニューヨーク水族館のスタッフが海食崖の展示室
からライブストリーミングで遠隔地の先生方に向
けてプロ育成ワークショップを行いました。
© SHINARA SUNDERLAL, WCS教育担当者

多様な開発の
道筋
この戦略は質の高い保全教育のための
明確な推奨事項を示しています。
動物園や水族館がこれらの推奨事項を
満たすために、スタッフやボランティアを
どのように準備するかは、組織的、国的、
文化的背景によって異なります。
重要なことは、この戦略のすべての推奨
事項を満たすために十分な能力を構築
する方法は一つではないということで
す。その代わりに、ここでは正式な教育
プログラムから、より非公式な継続的学
習や“現場”での開発機会まで、幅広い選
択肢を提供します。

高等教育機関で提供されている数多く
の正式なコースは、保全教育の要素に
関連しています。
これらのコースは、教育的スキル、生物
多様性保全の人間的・社会的側面、行
動変化の動機付け、保全心理学、海洋リ
テラシー、持続可能な開発のための教
育、コミュニティへの参加、社会調査、評
価などを含むがこれらに限定されない
様々なトピックに焦点を当ててます。
また、国や地域の動物園水族館協会は、
体系化された様々な保全教育コースを
提供しています。例えばIZEは、様々な保
全教育のトピックについて開発の必要
性が最も高い専門家に国内訓練を提供
しています。
より非公式な機会としては、他の動物
園、水族館や保全教育機関を訪問した

り、“職業体験”をしたりすることがありま
す。IZEでは、世界中の仲間たちから直
接学ぶ機会を提供するジョブ・エクスペ
リエンス・プログラム（JEP）を実施して
います。ホストと参加者の双方にとって
の目的は、動物園と水族館の教育者の
世界的なネットワークを強化し、新しい
アイデアを共有し、革新を促すことです。
カンファレンスやその他の専門的なイ
ベントは、訓練や開発にブレンドされた
アプローチのための素晴らしい機会を
提供します。講演、プレゼンテーション、
ワークショップを通して参加者は学び、
アイデアを共有し、他の保全教育専門家
とのネットワークを築きます。
直接参加できない人のために、多くの動
物園や水族館の協議では、イベントへの
参加者を増やすために、のチャンネルを
使った“ライブストリーミング”のオプショ
ンを用意しています。

世界動物園水族館協会保全教育戦略
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例えば、IZEのバーチャルカンファレンスとウェビナーは、オン
ラインでの専門的な開発の機会を提供しています。
オンラインフォーラムは、保全教育の専門家をさらに育成す
るための優れたコンテクストを提供しています。
これらのデジタルプラットフォームは、世界中の同僚がピア・
ツー・ピアの学習を経験することをサポートします。
保全教育に関わる人々がベストプラクティスを共有し、質問
をし、議論に参加することができます。活発なソーシャルメデ
ィアのページやグループの例としては、IZEのFacebookペー
ジ、EAZA保全教育Facebookグループ、AZAメンバーの教育フ
ォーラムなどがあります。サンディエゴ動物園グローバルアカ
デミーやナショナルジオグラフィックなどのオンライン訓練ポ
ータルでは、様々な自習コースを提供しています。保全教育の
能力を向上させたい個人をサポートする自習コースを提供し
ています。

課題
継続的な専門能力開発の課題としてよく挙げられるのは、適
切な訓練や活動を行うための財源の不足と時間の不足です。
幸いなことに、オンラインの機会や資金提供されたコースを
通して、動物園や水族館の専門家が利用できる公平な選択肢
が増え続けています。
訓練と専門的な開発は、世界中の動物園水族館における保
全教育の長期的な改善に不可欠です。
保全のための社会変革を成功させるには、多くの人々が変革
のための代理人として行動することが必要です。
生態系と社会の変化を支え、触媒となるには、多くの熟練した
保全教育の専門家が必要です。
これは、動物園水族館が明確に認識し、スタッフやボランティ
アをこれらの必要な能力に合わせて訓練・開発することを約
束しなければ実現しません。
そのため、動物園水族館は、地域、国、地域のネットワークや
会議、研修の機会に参加するスタッフやボランティアをサポー
トするための時間と必要な資源を優先的に確保しなければ
なりません。
訓練や専門的な開発がどのように行われ、サポートされるか
を体系的に変更することで、保全教育を行う上での理論的、
実践的な側面を改善することができます。
その結果、個人は自分の仕事をよりよくこなし、組織はその使
命をよりよく果たし、動物園水族館コミュニティは測定可能な
進歩を遂げることができます。
行動と解決に焦点をあてたアプローチのために、より強いリー
ダーシップを発揮します。解決策に焦点をあてたアプローチ
のために、より強いリーダーシップを発揮します。

ケーススタディ

トンキンシシバナザル（Rhinopithecus avunculus）は、世界で
最も絶滅の危機に瀕している霊長類のひとつで、250個体しか
生息していません。 
現存する最大の個体群は、ベトナムのハザン省の人里離れた
山岳地帯に生息しています。
アメリカのデンバー動物園では、この希少な霊長類を保全する
ための戦略を策定するために、ハザン省の地元の関係者と協
力し、コミュニティベースのアプローチを採用しています。
地域のパートナーを巻き込み、能力を高めることに重点を置く
ことで、プログラムの持続性を高めています。
保全教育のエンパワーメント戦略には、成果ベースの環境教
育を開発・提供するために、地元の教師の能力を高める教師専
門開発プログラムが含まれます。
教師は、自然や野生生物をより深く理解するために必要な批判
的思考のスキルを生徒に与え、学生中心のプログラムを提供
するために、指導法や人材育成法を受けます。
地元の教師の参加は、プログラムの長期的な持続性とトンキン
シシバナザルの生存に不可欠です。

ベトナム北部での
保全教育能力の構築

生徒と一緒に自然探索を進めるハザンの先生。
© KISHA BLANTON デンバー動物園



私たちのなすべきことは、
動物園水族館における監視、評価、
社会調査を通じて、
保全教育の効果と影響の機会を
最大化し、その証拠を構築すること
です。
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ナピア草の刈り方を学ぶ子供たち。© 台北動物園



推奨事項
• 動物園や水族館は、保全教育計画をどのように実施している

かを示すために、さまざまな証拠を収集し、共有しなければ
なりません。

• 動物園や水族館は、適切な方法を用いて、複数の段階で保
全教育プログラムを評価しなければなりません。

• 動物園や水族館は、動物園や水族館における保全教育が、
自然界に対する人々の知識、態度、行動に及ぼす影響を実
証するために、さまざまな証拠にもとづく研究を行うことを志
すべきです。

• 動物園や水族館は、社会調査と評価プロジェクトを実施する
ために、外部の組織や学術機関とのパートナーシップに従事
することを望むべきです。

ケーススタディ

現場での保全教育アウトリーチプログラムは、ベト
ナムのコミュニティと自然界とのつながりを深める
のに役立っています。

子供の頃に自然を大切にするプログラムは、ベトナムで初めての
幼稚園向けの保全教育プログラムです。
このプログラムは、ベトナムの野生生物保全団体セーブ・ベトナ
ム・ワイルドライフが運営するニンビンのクックフォン国立公園で
行われます。
このプログラムでは、幼稚園児、親、教師が地元の森や救出され
た野生動物と触れ合うことで、自然への愛着や感謝の気持ちを育
んでいます。
2019年現在、236回の日帰り自然解説ツアーが実施され、5,897
人の子どもと1,078人の大人が参加しています。彼らの多くは、経
済的、アクセス的、文化的な障壁に直面しており、動物園に行くこ
とができません。
評価は事前と事後のアンケートで行われ、参加者の保全に対する
意識、知識、態度にポジティブな変化が見られました。
例えば、プログラム終了後、80％の子どもがセンザンコウを正しく
認識したのに対し、旅行前は18％しか認識できませんでした。ま
た、95％の子どもたちが、自然や野生動物に対する積極的な態度
や行動意図を示しました。
また、このプログラムは、地域社会、慈善団体、政府機関、民間企
業などを戦略的に巻き込み、ベトナムでのこのプログラムの支援
と拡大を図りました。

セーブ・ベトナム・ワイルドライフの教育担当者が、旅行中の学習
センターで、地元の未就学児や保護者、教師にホイアンの未公開
のビントロング(Arctictis binturong)を紹介。
© PHUONG THI THUY VU/ SAVE VIETNAM’S WILDLIFE 

はじめに
動物園水族館は、さまざまな証拠を収集、分析、共有する適切な
方法を用いて、保全教育の質と効果を実証することができなけ
ればなりません。
動物園は証拠にもとづいた研究を通して、種と自然界に対する
観客の知識、態度、行動に対する保全教育の効果を実証すること
を目指します。
これを行うには、計画、実施、評価に対する体系的で戦略的なア
プローチが必要す。そのためには、適切な定量的・定性的データ
を収集するために、理論的な枠組み、厳密な設計、強固なサンプ
リング技術を用いる必要があります。
動物園水族館での保全教育による総合的な効果、成果、利益、変
化を示すために意味のある結果を出すために、データを注意深
く分析し、統合する必要があります。
動物園水族館は研究（監視、評価、社会調査）を保全教育の戦略
的計画と運営に組み込むことに努めなければなりません。
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この系統的なアプローチは保全教育が
その観客とより広い世界に与えるさまざ
まな効果と影響を証明するのに役立ち
ます。さらに、その結果は保全教育の質
と有効性に影響を与え、改善することが
できます。

計画
計画を立てることは、効果的なモニタリ
ング、評価、および社会調査の実践に不
可欠な要素です。
保全教育プログラムや活動の計画を立
てる際には、明確で測定可能な目的と
成果を変化の道筋に沿ってマッピング
する必要があります。
これらは、予想される変化を説明し、意
図した結果と意図しない結果を測定す
るのに役立つツールを特定するのに役
立ちます。実施段階と評価段階を統合す
ることで、モニタリングを定期的に行うこ
とができます。
合意された指標に基づいてデータを収
集し、評価によって効果を測定し、改善
を提案することができます。計画に組み
込まれた研究課題に取り組むために、重
点的な社会調査を計画することができ
ます。
戦略的計画のアプローチの一部として、
動物園水族館は将来に焦点をあてた社
会研究の予定表を作成することを目指
します。
これにより、関連する研究課題を伴う主
要な保全教育の題目が強調されます。
これは動物園水族館だけでなく、外部の
研究相手が将来の範囲、優先事項、対
象者、監視、研究、評価のための相互関
係を明確に把握するのに役立ちます。
研究テーマと質問のロードマップを持つ
ことで、動物園水族館における保全教育
の価値と影響の証拠を強化する組織の
総合的な貢献を可視化することができ
ます。

ケーススタディ

AZA2020社会科学研究計画は、5つの重要な研究課題とそれに付随
する小課題、そして実施戦略を含む行動計画から構成されています。
この計画は、2010年の動物園水族館における社会科学研究のため
の枠組みを基に、社会情勢の変化や新たな課題を認識しながら作成
されています。この計画は、数ヶ月間にわたり、実務家、学者、研究者が
参加して、反復的なプロセスを経て作成されました。この計画は、影響
力を定義（および実証）し、社会における役割を理解し、保全目標をう
まく達成し、最終的に使命を果たすことを追求する上で、AZA会員を導
くための羅針盤となるものです。
計画はAZA会員のために作成されましたが、質問は世界的に適用可
能であり、他の地域の動物園や水族館もこれらの調査研究とその結果
から利益を得ることができるでしょう。

社会科学の研究計画の構築 －アメ
リカ動物園水族館協会 (AZA)

主要な研究課題

1 動物園水族館は、内部の運営や文化、コミュニケーショ
ンについて批判的に考察することで、より公平な社会
の構築にどのように貢献できるでしょうか？動物園水
族館の多様性、公平性、アクセス、包括（DEAI）の取り組
みはどのようにこれをサポートするのでしょうか？

2
環境と社会的正義のために努力するということを含
め、地域社会における動物園・水族館の役割とは？

3 保全に向けた社会変革に貢献するための動物園・水
族館の役割とは？

4 動物園や水族館は、人の知的、社会的、情緒的、そして
身体的な幸福の発展に貢献する上で、どのような役割
を果たしているのでしょうか。

5
動物園や水族館は、どのようにして保全に対する体系
的な影響を最大化することができるのでしょうか？
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変化を測る
保全教育の多くは、生物多様性保全の成果を支えるために、聴
衆の社会的変化を促すことを目的としています。これには、知識
と理解、態度と価値観、行動と振る舞い、実践的、科学的、個人
的なスキルの変化が含まれますが、これらに限定されるもので
はありません。
動物園や水族館が複雑な学習空間であることを考えると、この
ような現実世界の文脈の中での変化を測定する研究を行うた
めには、実用的でありながら厳密なアプローチが必要です。
人々は種と自然界について複雑な経験を通して学びます。
人はそれぞれ、自然界に対してどのように考え、感じ、行動する
かというユニークな“保全についての概念”を持っています。そ
れは、学習経験、つまり、正規の教育と訓練、家族、友人、仲間を
通じた学習、メディアを通じた学習、日常の学習、そして動物園

や水族館などの非公式な学習環境で構成されています。
種と自然界についての学習は生涯続くものであり、人々が自分
の保全の範囲内で新たな参照点を構築することにより、時間と
ともに変化します。
この複雑なネットワークに対応するために、動物園や水族館は
管理された、または計画された保全教育の介入の間の明確な
因果関係を特定しようとするだけではなく、そのような試みを
行うことができます。
種や自然界に対して観客がどのように考え、感じ、行動するか
を動機づけ、影響を与える多くの経験があるため、このような現
実世界の状況で明確な帰属関係を確立することは困難です。
帰属的な影響だけに焦点をあてるのではなく、貢献と効果を探
ることに焦点をあてた社会研究を取り入れることで、動物園や
水族館は研究と評価において、よりオープンで中立的な、探索
的なスタンスをとることができます。

ケーススタディ

SAAMBRでのペンギンとの約束：“私たちはお金が欲しいわけ
ではありません、私たちは愛が欲しいのです”

SAAMBRでは、来場者が訪問後に環境に配慮した決断
をすることを奨励しています。
SAAMBRは、来場者が自宅でも環境に配慮した行動を
とることを奨励する行動変革キャンペーンを企画しまし
た。南アフリカのダーバンにあるウシャカ・シーワールド
では、来場者に“Make a Promise to the Penguins”（ペ
ンギンとの約束）を呼びかけました。
来場者の約束とは、環境に配慮した行動をとるために、
日常生活を変えることを約束することです。来場者は自
分の約束をハガキに手書きして、現地で投函しました。
このキャンペーンの効果を実証するための調査が行わ
れました。
ハガキに記入した来場者には、来場後1年以上経って
から連絡を取りました。その結果（N=316）、回答者の
49.4%が環境のために何か良いことをしたという例を
挙げ、それがキャンペーンのおかげだと答えました。
今回の調査では、訪問者が約束をし、それを守ることを
促す要因が明らかになりました。
これらの重要な原則は、動物園や水族館における将来
の環境行動変化キャンペーンのデザインにおいて考慮
されるべきです。

ペンギンとの約束のポストカードを完成させる南アフリカのダーバンにある
ウシャカ・シーワールドの来場者。© SAAMBR
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動物園・水族館の保全教育の価
値を実証するために
さまざまな種類の研究（モニタリング、評価、社会調査）を通して、動物園や
水族館はその対象者についてより深く理解することができます。
また、人々が自然界について考え、感じ、行動する上で、保全教育がどのよう
な影響を与えているかをより深く理解することができます。
保全教育の価値の証拠を強化することは動物園水族館にとって不可欠で
す。
証拠は、動物園水族館が個々にどのように使命と構想を果たしているかを
証明し、将来の保全教育活動と関連する研究をさらに革新し、導くのに役立
ちます。
また、資金や支援を活用するのに役立ち、世界中の動物園水族館による保
全教育の総合的なインパクトをさらに実証することができます。

アプローチと方法
保全教育のモニタリング、評価、研究には数多くのアプローチと方法がある。
これらのアプローチのすべてを詳細に検討することはこの戦略の範囲を超
えています。基本的には、動物園水族館は利用可能なアプローチと方法の
範囲を理解するように努めなければなりません。これは保全教育の質と効
果をテストし、調査し、測定するための適切なツールを選択、開発、実施する
ための意思決定に役立ちます。
監視・評価・社会調査業務の設計には、意思決定とそれを裏付ける明確か
つ厳密な証拠が必要です。
調査、アンケート、核となる情報提供者への面談、図面、観察など、単一また
は混合手法を用いて、質的・量的データを収集する方法はさまざまです。
研究課題に答えるために、どのような標本抽出手法を用い、どのように情報
を収集するかを決めることは、対象者を決定することと同様に重要なステッ
プです。仮説を検証するための研究なのか、それともより地に足のついた探
索的なアプローチなのか。また、即時的、短期的、あるいは長期的な効果を
測定しようとしているのか？モニタリングは、保全教育プログラム全体を通し
て行うことができます。評価は、使用されている評価の種類に応じて、保全教
育活動の複数の段階で行うことができます。
これらには、形成的、総括的、プロセス、結果、および影響評価が含まれます。
これらの評価アプローチは、様々な保全教育に関する様々な質問に答える
ために、異なるデータを提供することができます。焦点を絞った研究のデー
タ収集は、選択したアプローチを支える質問と理論の両方に依存します。
データを収集した後は、データをどのように分析するかを決定し、結果をレ
ポートや出版物にまとめる必要があります。
最後に、研究や評価から得られた結果を組織がどのように使い、どのように
対応するかという使用方法と有用性は、研究プロセスそのものと同様に重
要です。
動物園水族館は、監視、研究と評価から得られた結論に基づいて、保全教育
の実践を改善、修正または変更することに前向きでなければなりません。
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ケーススタディ

社会調査：自然保護行動変化
プログラムの最大化と測定

SAFE CAT, SAFE WILDLIFEプログラムは、猫の飼い主がペットの猫を飼い続けることで、
猫と野生動物の安全を守ることを支援しています。© ビクトリア動物園

オーストラリアのビクトリア動物園では、行動変容プログラム
の効果を確実にするために、開発と実施の段階で社会調査を
取り入れています。また、大学との連携により、社会調査の実
施能力を高めています。
ビクトリア州の動物園は、猫の飼い主に猫を放し飼いにしな
いことを奨励するSafe Cat, Safe Wildlifeプログラムのため
に、大学生と協力して猫の飼い主にアンケートを取り、猫を放
し飼いにしないことに対する動機や信念を把握しました。この
調査結果は、キャンペーンのストーリーを形成し、猫の飼い主
が行動を起こすためのコンテンツを作成するのに役立ちまし
た。
これらのプログラムを評価することは、その効果を理解する上
で非常に重要です。
風 船 の 廃 棄 物 による汚 染 を 減らすことを 目 的とした
WBF（When Balloons Fly）プログラムでは、介入前・介入後の
評価が行われました。
WBFの開始前と後に動物園の来園者（介入グループ）と地域
社会（対照グループ）にアンケートを実施することで、WBFがメ
ッセージに触れた人々の態度や行動に与えたポジティブな影
響を測定することができました。
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倫理
実施する研究の種類にかかわらず、データ収集を開始する前
にすべての倫理的な意味合いを考慮することが不可欠です。
保全教育計画の一環として、組織はガバナンスの枠組みを設
けるべきです。
これには、人間が関与するすべての研究プロジェクトのための
一連の倫理原則および体系的なレビュープロセスが含まれる
べきです。
危害のリスクは、慎重なプロジェクト計画、人々の権利の通知、
研究における役割とデータについての明確な情報を事前に提
供することで最小化されるべきです。さらに、動物園水族館は、
必要に応じて説明と同意を得て、守秘義務を守り、欺瞞を避け、
事後報告を行い、すべての社会調査と評価において“危害を加
えない”という立場を取るべきです。

課題
動物園水族館における社会調査と評価にはいくつかの課題が
あります。
動物園水族館が直面している主な課題の一つは、監視、社会
調査、評価のための体系的な過程をどのように設計し、実施す
るかについての知識、技術、自信が根本的に欠如していること
です。
保全教育の幅広い効果と価値を実証するためには、動物園水
族館での社会調査と評価の資金調達、実施、支援の方法を大き
く変える必要があります。
これを行うためには、組織全体で評価と研究をサポートする能
力を構築するために投資を行うという高度な約束が必要です。
動物園水族館は、人々が種や自然界に対してどのように考え、
感じ、行動するのかについて、個人的にも集団的にも貢献して
いることを真に示すよう努力しなければなりません。
そのためには、質の高い体系的な研究の実践の重要性と必要
性を将来の優先事項とすべきです。
これは、知識、リソース、レポート、リサーチツールの共有や、ア
プローチが期待通りにいかなかった場合の報告、成功例の報
告など、コラボレーションとコーディネーションの改善によって
達成することができます。
組織間の訓練、複数の機関による共同プロジェクト、縦断的研
究への取り組みは、世界の動物園水族館が、監視、評価、社会
調査の能力を向上させるのに役立つはずです。
他の動物園や水族館との協力に加えて、組織は関連する非営
利団体、専門の研究者、学術機関と提携しなければなりませ
ん。
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本戦略の文脈によって、ここに記載されている定義
が決まります。これらの定義は、本文書内の意味を
明確にし、信頼性を高めることを目的としています。

21st Century Skills　21世紀型スキル
21世紀の社会で成功するために必要とされているスキル、能
力、学習姿勢を示しています。
技能は主に3つの分野に分類されています。
　1. 学習・イノベーションスキル：クリティカルシンキングと
問題解決、コミュニケーションとコラボレーション、創造性と
イノベーション。
　2. デジタルリテラシー：情報リテラシー、メディアリテラシ
ー、ICT（Information and Communication Technologies）
リテラシー。
　3. キャリアとライフスキル：柔軟性と適応性、主体性と自己
決定力、社会性と異文化交流、生産性と説明責任。

Accessibility　アクセスのしやすさ
人間の能力と経験の連続性に沿って、すべての人を歓迎し、
合理的なアクセスを提供する能力です。

Advocacy　アドボカシー
特定の目標やプログラムに対する認識、政治的コミットメン
ト、政策的支援、社会的受容、システム支援を得るために行
われる個人的・社会的行動の組み合わせ。

Animal Welfare　動物福祉 

動物福祉とは、個々の動物に固有の状態であり、生命力、愛
情、安全性、興奮などのその種に特有の快い経験や、痛み、
飢え、恐怖、退屈、孤独、不満などの不快な経験との関連性を
通じて、動物が自らの世界や人生をどのように経験するかを
意味する。 (WAZA定義2020)

Anthropocene　人新世
現代に関連して、人間の活動が気候や環境に最も大きな影
響を与えた時代と見なされる。

Aquarium　水族館  
主に訪問者である一般市民に開放され、管理され、生きてい
る野生生物やその他の種がいる恒久的に設置された施設。

Audiences　視聴者、観客 
施設の内外、またはオンラインで動物園や水族館につなが
る個人またはグループ。 

Biodiversity　生物多様性 
陸上、海洋、その他の水生生態系、およびそれらの一部であ
る生態系複合体を含む、すべての供給源からの生物の多
様性、これには種内、種間、および生態系の多様性が含まれ
る。（CBD定義）

Biophilia　生命愛
人間と自然界との生得的で遺伝的な親和性。

Behaviour　行動
(人間に関して）人間が示す肉体的または精神的、学習的ま
たは本能的、意識的または無意識的、習慣的または計画的
な行動の範囲。 

Behaviour change　行動の変化
特定の行動パターンを動機づけ、影響を与えるために、個
人、コミュニティ、環境に焦点を当てた幅広く調整された介
入、活動、アプローチ。

Capacity building　能力構築
個人やグループが、問題を解決したり変化を実現するために
必要なスキル、知識、ツール、経験を獲得し、改善し、維持す
るためのプロセスのこと。

Climate crisis　気候危機
世界の天候の変化によって引き起こされる可能性のある深
刻な問題；特に、人間の活動によって大気中の二酸化炭素の
レベルが上昇した結果、世界が温暖化していること。 

Climate emergency　気候の緊急事態 

急速に変化する気候を抑制または停止し、取り返しのつか
ない可能性のある環境破壊を回避するために、緊急の行動
が必要とされる状況。 

Community　地域 

地理的、政策的、法律的、利害関係、知識、特性、親族関係、
歴史、社会構造、経済、政治、その他の種類の結合の組み合
わせによって結ばれた個人の集まり。

Community engagement　地域社会との連携 
協調的な双方向のプロセスで、相互の利益、つながり、関
係を生み出すことを目的とした、コミュニティ（個人、グルー
プ、組織）に対する敬意と応答のある活動、相互作用、およ
び傾聴を含む。

Conservation advocacy　保全アドボカシー
生物多様性の保全に関する認識、政治的コミットメント、政
策支援、社会的受容、システム支援を高めるための個人的・
社会的行動。 

Conservation education　保全教育
生物多様性の保全に関する人々の態度、感情、知識、行動に
影響を与えるプロセス。

Conservation psychology　保全心理学 
人間とその他の自然との相互関係を科学的に研究し、特に
自然界の保全を促進する方法に焦点を当てています。

Conservation　保全 
自然の生息地で種の個体数を長期的に確保すること。

（WAZAの定義）

Conservation storytelling　保全を物語る
一連の出来事に与えられる物語の形で、文脈を整え、意味を
強調して伝え、歴史と伝統を伝え、楽しませ、共感とコミュニ
ティを構築し、人々に保全行動を起こさせるためのもの。 

Conservation welfare　保全の福祉
野生生物の研究活動や野生復帰プログラムなど、保全目
的を達成することを目指すと同時に、積極的な動物福祉の
状態を確保すること。(WAZAの野生生物への配慮 第６章
を参照）

Cross-curricular approach　教科横断型の取組
教育や学習で使用される学習トピック、学問分野、技量/適格
性/学習スタイルの学際的かつダイナミックな融合。 

Diversity　多様性　
個人と集団の達成を促進し、称賛する雰囲気の中で、個人
を他に類を見ないものにするさまざまな特性を認識し、評
価する。

Critical thinking　批評的思考
批評的思考とは、明確かつ合理的に考え、アイデアの間の論
理的なつながりを理解する能力のことです。

Ecological thinking　生態学的思考
世界は基本的に相互に関連し、依存し合っているという理
解。生態学的観点から、人間は自然から切り離された存在で
はなく、”生命の網 “の中に深く組み込まれている。

Ecosystem　生態系
相互に作用する生物とその物理的環境からなる生物群集
のこと。

Environmental citizens　環境市民
現代の環境問題を解決し、新たな環境問題の発生を防ぎ、持
続可能性を実現し、自然との健全な関係を築くために、個人
や集団の行動を通じて、地域、国、地球規模で、私的・公的領
域における変革の担い手として社会に参加し、行動する人。

Education for sustainable development 
持続可能な開発のための教育
文化的多様性を尊重しつつ、現在および将来の世代のため
に、環境の健全性、経済的な存続性、公正な社会のために、
情報に基づいた意思決定を行い、責任ある行動を取ること
ができるようにする学習へのアプローチ。
 
Education for sustainability
持続可能性のための教育
創造的な問題解決能力、科学的・社会的な応用力、責任ある
個人的・協力的な行動をとるための約束を備えた、情報を得
て関与する市民につながる生涯学習のプロセス。 

Education welfare　教育福祉 
積極的な動物福祉状態が確保され、同時に保全教育の目的
を達成する場合。

Empathy　共感 

共感とは、他の人や動物の経験や考え方を知覚し、理解し、
気にかける能力に依存した刺激的な感情状態である。

Engagement　約束 
個人が示す注意力、好奇心、興味、楽観性、情熱の度合い、そ
れは学習や進歩に対する意欲の水準にまで及びます。

Equity　公平 

公平性とは、抑圧と特権のシステムのために、人々が資源に
アクセスする方法が異なることを考慮したものです。 
公平性とは、その違いのバランスをとることです。公平な環境
では、個人やグループが平等に利益を得るために必要なも
のが与えられます。
これは必ずしも他の人が受けているものと同じである必要は
ありません。それ以上かもしれないし、違うかもしれません。
公平性は理想であり、目標であり、プロセスではありません。
平等とは、公平性を持つことです。

Evaluation　評価
進行中または完了したプロジェクト、プログラム、または政策
の設計、実施、および結果について、質的および量的データ
を用いた体系的かつ客観的な評価。 

Evidence-based　証拠に基づく
最新の研究成果の実用化を重視したアプローチ。

Exhibit design　展示デザイン
動物種、動物管理スタッフ、来場者のための空間と体験を
作る手順。 

Ex situ conservation　生息域外保全
自然の生息地以外の種の保全。

Field conservation　野外の保全 
自然の生態系や生息地における種の長期的な存続に直接
貢献すること。
 
Formative evaluation　形成的評価
通常、保全教育活動の開発中に、初期の改良や改善を行い、
デザインの決定に影響を与えるために行われます。

Formal　Informal　Non-Formal　教育の定義
欧州職業訓練開発センター（CEDEFOP）による教育に関する
2011年のガイドラインによる解説を参照。
formal：教育機関などの教育、学校教育
informal：日常活動などの結果としての教育
non-formal：インフォーマル教育とインフォーマル教育の中
間に位置する教育

用語解説
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Global heating　地球温暖化
大気、雪氷、海洋などの地球システム全体の急速な温暖化を
より強調していることを示す。

Guardianship　後見人 
何か（例えば環境）と積極的にかかわり、守り、見守る個人
やグループ。

Impact evaluation　影響評価
保全教育活動の結果としての長期的かつ持続的な変化を、
ポジティブなものとネガティブなもの、意図したものと意図し
ていないものの両方で評価することに重点を置いています。

Inclusion　包括
すべての個人やグループの強みを真の意味で意図的に受け
入れ、活用し、称賛すること、また、多様な人々が園館やコミ
ュニティの尊敬すべきメンバーとして完全に参加し、評価さ
れるよう継続的に努力すること。

In situ conservation　生息域内保全 
自然の生息地、つまり “野生“の状態での種の保存。

Interdisciplinary　学際的 
2つ以上の学問分野の知識や思考方法を組み合わせたり、
関与させたりして、総合的なアプローチをとること。

Interpretative planning　解説計画 
動物園や水族館のような非公式の学習をベースにした施設
で、メッセージ、ストーリー、情報、体験を伝えるために解説を
用いることは、企画とデザイン過程での第1段階です。
対象となる観客にメッセージを伝える最も効果的な方法を
決定するために、管理の必要性と資源の考慮事項を、観客の
ニーズや要望と融合させる意思決定プロセスです。

Logic models　論理モデル
プログラムの目標、目的、成功の指標を表示したグラフィッ
ク。具体的な活動内容、期待される成果、成功の尺度をマトリ
クス状に表示したものが多い。論理モデルの目的は、プログ
ラムの実行を導く論理を簡略化して表示することであり、変
化の理論を説明するためのツールです。

Measurable learning outcome
測定可能な学習成果
SMART（Specific, Measurable, Achievable, Relevant, Time-
bound） 保全教育の活動、イベント、プログラムの結果とし
て、個人やグループが何ができ、何を知り、何を大切にする
のか、また、それらの成果をどの程度達成することが期待さ
れるのかを示したもの。それは学習の本質とその達成がどの
ように示されるかの両方を述べている。

Monitoring　監視 
保全教育の目的と成果に向けた進捗状況を確認するため
に、特定の指標に照らし合わせてデータを継続的かつ体系
的に収集・分析すること。

Neurodiversity　神経多様性 
すべての神経学的な独自性、神経発達のすべてのリズム、そ
して人間が自分自身を表現し、世界に貢献するためのすべ
ての形態を認識し、尊重し、受け入れる概念です。

Ocean Literacy　海洋リテラシー
個人や集団が海に与える影響や、海が人々の生活や幸福に
与える影響を理解すること。

One Health　ワンヘルス
人、動物、植物、そしてそれらが共有する環境の相互関係を
認識した上で、最適な健康上の成果を達成することを目的と
して、地元、地域、国、そして世界レベルで活動する、協調的、
多部門的、そして学際的なアプローチ。
(CDC, One Health Commission) 

One Plan approach　ワンプランアプローチ 
種のすべての個体群（自然範囲の内外を問わず）を考慮し、
すべての管理条件の下で、保全計画の開始時からすべての
責任者と資源を関与させる統合的な種の保全計画。.

Outcome evaluation　成果評価 
保全教育活動の結果、知識、態度、行動、実践（またはその他
の記述された結果）における変化（短期的および長期的な結
果）を評価することに焦点を当てている。.

Pedagogical approach　教育学的アプローチ 
教え方、教え方の理論、フィードバック、評価など、教え方の
方法と実践です。

Process evaluation　工程評価 
保全教育プログラムの活動、その質、誰に届いているか、
どのように実施されているかを評価することに重点を置い
ています。
起こるはずだったことと実際に起こっていることを比較する。 

Quality framework　品質体制
質の高い保全教育にグッドプラクティスの原則を埋め込むこ
とで、質の高いプロセスを構造化するための概念的枠組み。

Sixth mass extinction　6回目の大量絶滅 
人為的に引き起こされた気候変動を含む（ただしこれに限定
されない）、地球の地質や生態系に対する人間の著しい影
響が始まった時点からの、提案された地質学的時代。

Social change　社会変革
社会的プロセス、パターン、相互作用、関係、および文化の変
化を含む、社会、コミュニティ、または文脈を特徴づける一般
的な態度や行動の変化。

Social change for conservation
保全のための社会変革 
種の保存と社会に利益をもたらす態度、行動、システム、文
化の変化。

Social justice　社会的正義
人種、社会経済的地位、性別、その他の特徴にかかわらず、
すべての人が同じ経済的、政治的、社会的権利を享受するに
値するという概念。

Social license　社会的ライセンス  
特定の地域で活動するプロジェクトや企業、産業が、社会的
に許容されるもの、あるいは正当なものとして、地域社会や
その他の利害関係者の間で継続的に承認されること。

Social research　社会調査 
社会生活を科学的に探求、分析、概念化するための論理的、
体系的な方法。

Social-ecological system theory 
社会生態学的システム理論
人間は自然から切り離された存在ではなく、自然の一部であ
るという理論的概念。

Summative evaluation　総括評価 
保全教育プログラム（またはプログラムの一段階）の終了時
に、期待された成果がどの程度得られたかを判断するため
に行われる評価に焦点を当てている。プログラムのメリット
や価値に関する情報を提供することを目的としている。

Sustainability　持続可能性 
将来の世代が自らの欲求を満たす能力を損なうことなく、現
在の欲求を満たす開発のこと。

Sustainable Development Goals
持続可能な開発目標
2030年までに貧困をなくし、地球を保全し、すべての人々が
平和と繁栄を享受できるようにするための普遍的な行動の
呼びかけとして、2015年にすべての国連加盟国が採択した
17の目標のこと。

Systems theory　システム理論 
物理的・自然的なものであれ、純粋に数学的なものであれ、
複雑なシステムの性質を扱う学際的な科学の分野。

Theory of change　変革の理論 
望ましい変化が特定の状況下でどのように、そしてなぜ起こ
ると期待されるのかを説明するための方法。

Transdisciplinary　分野を超えた学問・研究
多くの分野の垣根を越えて、全体的なアプローチを行うプ
ロジェクト。



Argentina
Ecopark Bs.As Proyect 
Fundación  Temaikèn
Mundo Marino 

Australia 
Alexandra Park Zoo 
Animal Welfare Unit, NSW Department of 
Primary Industries
Currumbin Wildlife Sanctuary
Flinders University
Lone Pine Koala Sanctuary
Perth Zoo
Taronga Conservation Society
Zoo and Aquarium Association 
Zoos South Australia 
Zoos Victoria

Brazil
Aquário de Ubatuba
Belo Horizonte Zoo from “Fundação de 
Parques Municipais e Zoobotânica”
Jardim Zoológico de Belo Horizonte- Minas 
Gerais - Brasil
Museu de História Natural Do Colégio 
Dante Alighieri
Museu de História Natural/Aquário 
Municipal de Campinas 
Parque das Aves
São Paulo Aquarium
São Paulo Zoo
Sorocaba Zoo
Zoológico de Santo André - Sabina Escola 
Parque do Conhecimento
Zoológico do Rio de Janeiro
Zoológico Municipal Luiz Gonzaga de 
Amoedo Campos

Canada
Calgary Zoo

Chile
Buin Zoo
Zoológico Nacional de Chile

China
Ocean Park Hong Kong 

Colombia
Corporación Autónoma Regional de 
Cundinamarca
Fundación Botánica y Zoológica de 
Barranquilla
Zoológico de Cali 

Croatia 
Zoological Garden of Zagreb

El Salvador 
Parque Zoológico Nacional de El Salvador

Estonia 
Tallinn Zoo 

Finland
Helsinki Zoo

France
African Safari
Aquarium of Lyon
Marineland Antibes
Parc Zoologique et Forestier
Réserve Africaine de Sigean
Zoo de Jurques

Germany
Berlin Zoo
Cologne Zoo
Görlitz Zoo
Nuremberg Zoo
Opel Zoo
Tierpark Hagenbeck
Zoo Hoyerswerda

Ghana
West African Primate Conservation Action

Guatemala
Parque Zoologico Nacional La Aurora
Semillas del Océano, ONG

Honduras 
Centro Nacional de Conservación y Rescate 
de Especies Rosy Walther 
Roatan Marine Park

Hungary
Budapest Zoo and Botanical Garden
Sóstó Zoo

India 
Madras Crocodile Bank Trust and Centre for 
Herpetology
National Zoological Park
Reliance Foundation

Ireland
Dublin Zoo
Tayto Park

Israel
Ramat Gan Safari
The Tisch Zoological Gardens in Jerusalem/
Israel Aquarium

Italy
Parco Natura Viva 
Zoomarine Italia Spa

Japan
Aquaworld-Oarai
Atmosphere and Ocean Research Institute, 
The University of Tokyo
Chiba Zoological Park
Japan Monkey Centre
Sendai Yagiyama Zoological park
Tennoji Zoological Garden

Lao People’s Democratic Republic
Free the Bears

Luxembourg
Parc Merveilleux Bettembourg

Mexico
Zoológico Guadalajara

The Netherlands
Aeres VMBO Almere
European Association of Zoos and Aquaria 
Safaripark Beekse Bergen

New Zealand
Auckland Zoo
Hamilton Zoo
Wellington Zoo
Zealandia Ecosanctuary

Poland
Leśny Park Kultury i Wypoczynku Myslęcinek               
Poznan Zoo 
Warsaw Zoological Garden
Zoo Wroclaw

Portugal
Lisbon Zoo

Russian Federation 
Moscow Zoo

Rwanda
Dian Fossey Gorilla Fund International

Singapore
Wildlife Reserves Singapore 

Slovenia
Zoo Ljubljana 

South Africa
East London Zoo
Johannesburg Zoo
South African Association for Marine 
Biological Research 
Spain 
Barcelona Zoo

Sweden
Borås Zoo
Kolmården Zoo
Nordens Ark
Skansen Foundation

Switzerland 
Zoo Basel

Taiwan
Taipei Zoo

Thailand 
The Zoological Park Organization

Uganda
Uganda Wildlife Education Centre

United Arab Emirates
Al Ain Zoo
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United Kingdom of Great Britain and 
Northern Ireland
Arundel (Wildfowl and Wetland Trust)
Bede’s Zoological Society 
Belfast Zoological Gardens
Birdworld
British and Irish Association of Zoos and 
Aquariums 
Calderglen Zoo
Canterbury Academy, IUCN ASG
Chester Zoo
Colchester Zoo
Crocodiles of the World
Environment Agency
Flamingo Land
Hanwell Zoo
International Centre for Birds of Prey
Isle of Wight Zoo
Marwell Wildlife
Myerscough College
National Marine Aquarium
Ocean Conservation Trust
Paradise Wildlife Park
Paignton Zoo
Reaseheath Zoo
RZSS Edinburgh Zoo
RZSS Highland Wildlife Park
Sea Life UK

Sparsholt College
The Deep
Twycross Zoo
West Midland Safari Park
Wildfowl and Wetlands Trust
Yorkshire Wildlife Park
Zoological Society of London
ZooStephen

United States of America 
America’s Teaching Zoo
Association of Zoos and Aquariums
Audubon Aquarium of the Americas/
Audubon Nature Institute
Audubon Zoo
Baton Rouge Zoo
Beacon College
Beez Kneez Creative
Brookfield Zoo 
Cheyenne Mountain Zoo
Chattanooga Zoo 
Cleveland Metroparks Zoo
Columbus Zoo
Dallas Zoo
Detroit Zoological Society
Denver Zoo
Fresno Chaffee Zoo
Friends of the National Zoo (Smithsonian’s 

National Zoo)
Houston Zoo
Lincoln Park Zoo
Los Angeles Zoo
Minnesota Zoo
Naples Zoo
Nature Aware Magazine
North Carolina Zoo
Oakland Zoo
Palm Beach Zoo and Conservation Society
Phoenix Zoo
Reid Park Zoo
Riverbanks Zoo and Garden
Saint Louis Zoo
San Diego Zoo
San Diego Zoo Safari Park
Seneca Park Zoo Society
Species360
Terry O’Connor Consulting 
Texas State Aquarium 
The Marine Mammal Center
Turtle Back Zoo
Virginia Zoo
WAVE Foundation at Newport Aquarium, 
Kentucky
Wildlife Conservation Society

Vietnam
Save Vietnam’s Wildlife

IZE BOARD

Debra Erickson—President
San Diego Zoo Global, USA

Isabel Li—Past President 
Ocean Park Hong Kong, Hong Kong

Judy Mann—President Elect
SAAMBR, South Africa

Rachel Bergren
The Marine Mammal Centre, USA

Akane Hatai
Lone Pine Koala Sanctuary, Australia 

Kimberly Hoormann
Saint Louis Zoo, USA

Lian Wilson
Zoos Victoria, Australia 

Francis Tsang
Ocean Park Hong Kong, Hong Kong

James Marshall
Conference Organizer

David Musingo
Uganda Wildlife Education Centre, Uganda

Maria Antonieta Costa
Lisbon Zoo, Portugal 

Natalia A. Maruscak
Ecopark Bs.As Proyect, Argentina

Hiroyuki Takahashi
Chiba Zoological Park, Japan

Rebecca Nellis
Columbus Zoo, USA
 
Brij Kishor Gupta
Reliance Foundation, India

Amy Hughes
Wellington Zoo, New Zealand 

WAZA COUNCIL

Theo Pagel
Cologne Zoo, Germany

Clément Lanthier
Calgary Zoo, Canada

Jenny Gray
Zoos Victoria, Australia 

Bob Chastain
Cheyenne Mountain Zoo, USA

John Frawley
Minnesota Zoo. USA

Patricia Simmons
North Carolina Zoo, USA

James Cretney
Marwell Wildlife, UK

Radolsaw Ratajszczak
Wroclaw Zoo, Poland

Thomas Kauffels
Opel Zoo, Germany

Karen Fifield
Wellington Zoo, New Zealand

Maria Clara Dominguez
Cali Zoo, Colombia

Mike Barclay
Wildlife Reserves Singapore, Singapore

Craig Hoover
Association of Zoos and Aquariums (AZA)

Myfanwy Griffith
European Association of Zoos and Aquaria 
(EAZA)

Alexandra Guerra
Latin American Zoo and Aquarium 
Association (ALPZA)

Nicola Craddock
Zoo and Aquarium Association (ZAA)

Simon Tonge
Paignton Zoo, UK

Tom Schmid
Texas State Aquarium, USA

Kira Mileham
IUCN Species Survival Commission
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推奨事項チェックリスト 

このチェックリストは、動物園水族館が 
WZACES の推奨事項に照らし合わせて
保全教育を評価するための簡単な
自己監査ツールです。

世界動物園水族館保全教育戦略 (WZACES)
ステップ１：監査
各質問は、推奨事項の一つにリンクしています。

「はい」、「いいえ」でお答えください。
「どちらかといえば」、「わからない」の場合は
空欄にしてください。

ステップ２：食い違いの識別
「いいえ」または「やや」と答えた質問や、答えられな
い質問は、食い違いを識別して特定します。あなたの
動物園や水族館が現在どのような状況にあるかを評
価することは、あなたの動物園での保全教育をどのよ
うに改善するかを計画するのに役立ちます。

ステップ３：証拠
このWZACES推奨事項チェックリストに対するあなた
の回答の証拠を、認定チームや他の動物園・水族館の
同僚に提出しなければならないと想像してみてくださ
い。どのような証拠を見せることができますか？
良い方法は、あなたの動物園や水族館で各推奨事項
をどのように満たしているかを示すさまざまな物的証
拠を集めることです。

質問事項 ややいいえはい

第1章：保全教育文化の構築
あなたの園館の保全教育の役割は、行動指針に反映されていますか？

あなたの園館には、保全教育計画書がありますか？

保全教育計画の概要は以下の通りですか？
　a）　あなたの園館のすべての保全教育活動
　b）　異なるタイプの観客にどのように適用するか
　c）　計画のデザインの背景にある戦略的思考

保全教育計画は、動物園または水族館がどのようにして彼らの使命と構想を統合したか、また、適
用される国、地域および国際的な政策を保全教育に統合したかについて具体的に言及しています
か？

あなたの園館は、保全教育プログラムを実施するための適切な施設を持っていますか？

保全教育が以下の項目に不可欠な部分であるという証拠がありますか？
　a）　園館別のコレクションプラン？
　b）　展示物のデザイン？
　c）　解説計画？

第2章：動物園・水族館への多目的な保全教育の組み込み
あなたの園館は、その保全教育の成果が以下を目的としていることを証明できますか？
　a）　種、自然界、動物園・水族館の保全への貢献についての知識と理解を深める。
　b）　種、自然界、動物園や水族館に対する肯定的なつながり、感情、態度、価値観、共感を育む。
　c）　種や自然界に対する畏敬の念、不思議さ、楽しさ、創造性、インスピレーションを促進する。
　d）　種と自然界をサポートするために、環境保全の行動、アクション、アドボカシーを動機づける。
　e）　動物園、水族館、生物多様性保全に関連した科学的、技術的、そして個人的なスキルを身に
　　　つける。
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第3章：すべての人々のための保全教育の推進
あなたの園館は保全について学ぶ機会を現場、現場外、そしてオンラインで提供していますか？

園館は保全教育プログラムにおいて、さまざまな観客のニーズや多様性に対応するために、さまざま
な配信アプローチを示すことができますか？

第4章：保全教育におけるアプローチと方法の適用
あなたの園館は、測定可能な学習成果を保全教育のすべての側面に適用しているという証拠があり
ますか？

園館のすべての保全教育メッセージは、科学的事実と理論に基づいていますか？

展示されている種、生態系、問題に関する情報は正確で適切なものですか？

第5章：保全教育における動物の管理と福祉の統合
あなたの園館は、動物と訪問者の交流に関するWAZAや他の地域のガイドラインを遵守しています
か？

あなたの園館は、自分たちの園館がどのようにして飼育している種のために高い福祉基準を達成し
ているかを示すことで、動物管理の原則について観客を教育していますか？

第6章：保全教育における保全と持続可能性の優先順位付け
あなたの園館は、保全と持続可能性の問題を観客自身の生活や経験に関連させ、世界に変化をもた
らすような行動を地元で起こすように人々を鼓舞していることを証明できますか？

あなたの園館は、自分たちの園館がどのように保全に直接・間接的に貢献しているかを示すことで、
自分たちの保全活動について観客を教育していますか？

あなたの園館は、自分たちの園館が持続可能な未来にどのように直接・間接的に貢献しているかを
示すことで、自分たちの持続可能性の活動について聴衆を教育していますか？

第7章：保全教育における訓練と専門能力開発の最適化
あなたの園館には、必要な経験と資格を持ち、保全教育計画の指導と実施に責任を持つスタッフが
少なくとも1名はいますか？

あなたの園館は、保全教育に携わるスタッフやボランティアが、地域、国、地域、国際的な保全教育ネ
ットワークや会議に積極的に参加することを支援していることを証明できますか？

あなたの園館は、保全教育計画の目的を達成できるように、保全教育に携わるスタッフやボランティ
アの継続的な専門能力の開発と訓練を支援していることを証明できますか？

第8章：動物園水族館の保全教育価値の証拠の強化

園館は、保全教育計画をどのように実施しているかを示す様々な証拠を提供できますか？

園館は、適切な方法で保全教育プログラムをどのように評価しているかを示すことができますか？

園館は、動物園水族館での保全教育が、種や自然界に対する人々の知識、態度、行動にどのよう影響
を与えるかを示すために、さまざまな証拠にもとづく研究を行っていますか？

園館は、社会調査と評価プロジェクトを実施するために外部組織や学術機関と提携していますか？

日本語版製作　公益社団法人日本動物園水族館協会・事務局

質問事項 ややいいえはい




